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イ
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一

は
じ
め
に

　

第
二
次
大
戦
期
に
日
本
と
イ
ン
ド
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
。
な
か
で
も
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
を
大
義
名
分
に
し
て
行
わ
れ

た
日
本
軍
の
南
方
作
戦
は
、
イ
ン
ド
の
„
内
部
“
に
住
む
人
々
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
ビ
ル
マ
国
境
に
日
本
軍
が
迫
っ
た
と
き
、
イ
ン

ド
の
“
内
部
”
で
は
何
が
起
こ
っ
た
の
か
。
イ
ン
ド
の
人
々
は
日
本
軍
を
歓
迎
す
る
構
え
を
見
せ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、
逃
げ
ま
ど
っ
た

の
か
。

　

実
の
と
こ
ろ
、
日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
近
現
代
史
研
究
は
、
こ
の
„
内
部
“
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
を
し
な
い
で
（
1
）

き
た
。

主
に
研
究
さ
れ
て
き
た
の
は
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と
イ
ン
ド
国
民
軍
の
歴
史
で
あ
り
、
も
う
一
人
の
ボ
ー
ス
、
革
命
家
ラ
シ
ュ
・
ビ

ハ
リ
・
ボ
ー
ス
の
活
動
で
あ
（
2
）

っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
研
究
者
の
関
心
は
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
と
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
と

の
関
係
に
収
斂
さ
れ
、
両
者
の
間
で
葛
藤
は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
政
治
的
な
協
調
関
係
や
思
想
的
な
共
鳴
現
象
が
見
ら
れ
た
と
い

う
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
て
き
た
。
幸
福
な
結
婚
の
物
語
が
語
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
、
同
じ

よ
う
な
物
語
が
手
放
し
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
二
次
大
戦
期
に
日
本
が
布
い
た
軍
政
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
、
つ
ぶ
さ
に

知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
（
3
）

あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
と
直
接
接
す
る
な
か
で
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
虚
妄
は
暴
か
れ
、
ア
ジ
ア
主
義
に
影

響
を
受
け
た
日
本
人
の
中
か
ら
も
、
自
ら
の
限
界
と
偽
善
を
悟
る
者
た
ち
が
現
（
4
）

れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
ン
ド
は
、
ア
ジ
ア
主
義
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
楽
園
で
あ
っ
た
か
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
イ
ン
ド
国
民
軍
も
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
も
、
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー

ス
も
、
イ
ン
ド
の
„
外
部
“
、
特
に
日
本
で
活
動
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
ひ
い
て
は
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
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が
イ
ン
ド
社
会
と
向
き
合
う
な
か
で
試
さ
れ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
現
実
が
厳
し
く
検
証
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
、
ビ
ル
マ
に
隣
接
す
る
イ
ン
ド
東
部
の
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
的
を
絞
り
、
日
本
軍
の
南
進
が
イ
ン
ド
社
会
の
„
内
部
“
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
、
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
は
、
日
本
軍

の
上
陸
に
備
え
て
、「
拒
絶
作
戦
」（

）
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
焦
土
作
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
日
本
の
軍
事

的
進
出
に
対
し
て
植
民
地
政
府
及
び
軍
と
イ
ン
ド
社
会
と
が
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
を
解
明
し
、「
拒
絶
作
戦
」
が
採
ら
れ
る
に
い
た
っ

た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
、「
拒
絶
作
戦
」
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
作
戦
に
対
す
る
イ
ン
ド
諸
階
層

の
反
応
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、
作
戦
の
ベ
ン
ガ
ル
農
村
社
会
へ
の
影
響
、
特
に
一
九
四
三
年
の
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
と
の
関
連
を
探
る
こ
と

を
課
題
と
し
た
い
。
大
東
亜
共
栄
圏
、
ア
ジ
ア
主
義
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
は
直
接
は
扱
わ
な
い
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
諸
事
実

が
、
幸
福
な
神
話
へ
の
何
よ
り
の
反
証
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
イ
ン
ド
の
立
場
か
ら
太
平
洋
戦
争
を
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
ど
う
い
う
点
が
重
要
に
な
る
の
か
、
基
本
的
な
視

角
の
取
り
方
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

イ
ン
ド
に
と
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
当
初
、
自
分
の
戦
争
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
に
見
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド

の
民
族
主
義
者
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
反
対
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
の
政
党
や
指
導
者
の
意
見

を
一
切
聞
く
こ
と
な
く
、
イ
ン
ド
を
植
民
地
と
し
て
一
方
的
に
連
合
国
側
で
参
戦
さ
せ
た
。
こ
の
強
引
な
や
り
方
に
対
し
て
大
き
な
反
発

が
あ
り
、
第
二
次
大
戦
は
帝
国
主
義
戦
争
で
あ
っ
て
、
独
立
を
目
指
す
イ
ン
ド
と
は
関
わ
り
の
な
い
戦
争
だ
と
の
見
方
が
広
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
太
平
洋
戦
争
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
一
挙
に
イ
ン
ド
の
人
々
の
身
近
な
も
の
に
し
た
。
戦
争
が
イ
ン
ド
の
戦
争
で
な
い
こ
と
に

変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
に
と
っ
て
死
活
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
二
つ
あ
っ
た
と
思
わ
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れ
る
。

　

第
一
は
、
も
ち
ろ
ん
、
戦
線
が
イ
ン
ド
の
戸
口
ま
で
迫
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
他
人
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
戦
争
が
突
然
、
自
分

た
ち
の
生
死
に
関
わ
る
問
題
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
い
か
な
る
反
応
を
引
き
起
こ
し
た
か
、
イ
ン
ド
社
会
の
„
内
部
“
に
入
っ
て
具
体

的
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
が
独
立
の
早
期
実
現
と
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
形
で
結
び
つ
い
た
戦
争
に

変
質
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
際
、
イ
ン
ド
か
ら
見
た
場
合
、
日
本
の
参
戦
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
も
ま
た
独
立

を
早
期
に
実
現
す
る
の
に
有
利
な
条
件
に
見
え
た
は
ず
だ
、
と
い
う
点
を
押
さ
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
太
平
洋
戦
争
の
一
方
の
交
戦

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
も
ま
た
、
日
本
と
同
様
に
イ
ン
ド
問
題
に
関
心
を
払
い
、
イ
ン
ド
の
民
族
運
動
指
導
層
に
働
き
か
け
て
当
然
だ
っ
た

し
、
事
実
そ
う
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
大
東
亜
共
栄
圏
や
植
民
地
ア
ジ
ア
の
「
解
放
」
を
唱
え
て
い
た
と
き
、
ア
メ

リ
カ
は
、
大
西
洋
憲
章
（
一
九
四
一
年
八
月
）
で
同
盟
国
イ
ギ
リ
ス
に
民
族
自
決
の
原
則
を
認
め
さ
せ
て
い
た
（
た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
は
、

こ
の
原
則
は
イ
ン
ド
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
し
、ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
を
黙
認
し
た
）。ま
た
、日
本
が
イ
ン
ド
国
民
軍
を
組
織
し
て
い
た
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、日
本
の
参
戦
で
窮
地
に
陥
っ
た
イ
ギ
リ
ス
は
、ク
リ
ッ
プ
ス
を
団
長
と
す
る
使
節
団
を
イ
ン
ド
に
派
遣
し
（
三
月
二
二
日
）、

戦
後
に
お
け
る
自
治
領
の
地
位
を
約
束
す
る
の
と
引
き
換
え
に
、
イ
ン
ド
の
戦
争
協
力
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
ア
メ

リ
カ
が
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
個
人
使
節
（

）
と
し
て
デ
リ
ー
に
派
遣
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐

（

）
を
通
じ
て
、国
民
会
議
派
寄
り
の
立
場
か
ら
精
力
的
に
政
治
工
作
を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
（
5
）

い
る
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ま
で
基
本
的
に
反
英
闘
争
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
枠
組
の
中
で
闘
わ
れ
て
き
た
独
立
運
動
が
、
太
平
洋
戦
争
を
機
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ
カ
及
び
日
本
か
ら
な
る
複
雑
な
多
極
構
造
（
中
国
を
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
）
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

― 152 ―

東
洋

化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
一
册



イ
ン
ド
独
立
運
動
の
指
導
層
に
と
っ
て
は
、
こ
の
多
極
的
な
構
造
が
戦
局
の
推
移
と
と
も
に
ど
う
変
化
し
て
い
く
か
を
見
通
し
、
独
立
運

動
に
有
利
な
状
況
を
切
り
開
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
も
ち
ろ
ん
、
外
国
に
頼
ら
ず
に
独
力
で
独
立
を
勝
ち

取
る
、
そ
れ
こ
そ
が
真
の
独
立
だ
、
と
い
う
立
場
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
よ
う
に
日
本
の
軍
事
力
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
「
解

放
」
に
賭
け
る
立
場
も
あ
っ
た
。
ま
た
、ア
メ
リ
カ
の
力
を
利
用
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
抑
え
、独
立
を
早
期
に
実
現
す
る
と
い
う
戦
略
も
あ
っ

た
。
ネ
ル
ー
の
よ
う
に
第
二
次
大
戦
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
も
つ
政
治
家
も
い
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
取
っ
て

代
わ
ろ
う
と
す
る
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
「
野
心
」
を
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
が
警
戒
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
い
か
な
る
立
場

を
取
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
が
新
た
に
登
場
し
た
多
極
的
な
枠
組
み
の
中
で
動
い
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
二
つ
の
点
、
戦
争
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
と
独
立
運
動
の
国
際
的
枠
組
み
の
多
極
化
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
イ
ン
ド
近

現
代
史
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
（
6
）

れ
る
。
し
か
し
、
日
本
独
特
の
自
己
愛
的
な
歴
史
観
、
つ
ま
り
、
形

骸
化
し
た
ア
ジ
ア
主
義
や
大
東
亜
共
栄
圏
の
神
話
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
太
平
洋
戦
争
期
の
イ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
の
歴
史
を
イ
ン
ド
社

会
に
即
し
て
、
そ
の
„
内
部
“
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
こ
の
二
つ
は
重
要
な
視
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
（
7
）

思
う
。
本
稿
は
主
に

第
一
の
視
点
か
ら
の
素
描
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
主
義
＝
大
東
亜
共
栄
圏
の
神
話
か
ら
自
由
な
、
冷
静
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
以
下
に
分
析
す

る
日
本
軍
の
南
方
作
戦
に
対
す
る
イ
ン
ド
„
内
部
“
か
ら
の
反
応
は
、
ご
く
自
然
な
も
の
に
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。

二

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
と
イ
ン
ド

　

日
中
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
で
、
日
本
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
た
。
真
珠
湾
の
「
奇
襲
」
に
合
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わ
せ
て
、
日
本
軍
は
マ
レ
ー
上
陸
、
香
港
攻
撃
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
襲
と
上
陸
な
ど
の
作
戦
を
い
っ
せ
い
に
実
行
に
移
し
た
。
こ
の
大
が

か
り
な
南
進
作
戦
の
目
的
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
拠
点
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
落
と
す
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
日

本
の
支
配
下
に
置
き
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
資
源
供
給
地
に
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
た
。
四
二
年
二
月
十
五
日
、
難
攻
不
落
と
思
わ
れ
て

インド

ビルマ

アッサム
ビハール

ベンガル

セイロン

オリッサ ア
ラカン

ラングーン

マンダレー

インパール

アキャブ

ダッカ

プリー

ヴィザガパタム

ハウラ
アサンソル

カルカッタ

ポート・ブレア

アンダマン
諸島

ニコバル
諸島

トリンコマリー

コロンボ

マ
　ド
　
ラ
　
ス

コカナダ
マスリパタム

マドラス

ポンディシェリ

デリー
ラサ

チッタゴン

い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
陥
落
し
た
。
三
月
八
日
に
は
日
本
軍

は
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
を
占
領
し
、
そ
の

翌
日
、
ジ
ャ
ワ
で
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
降
伏
し
た
。
五
月
一
日
、

日
本
軍
は
マ
ン
ダ
レ
ー
を
占
領
し
、
五
月
四
日
に
は
ベ
ン
ガ

ル
湾
の
要
衝
ア
キ
ャ
ブ
に
達
し
た
。
日
本
国
内
は
南
方
作
戦

の
予
想
以
上
の
成
功
に
沸
き
返
っ
た
。
日
本
軍
の
攻
勢
は
、

六
月
五
〜
七
日
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
大
敗
す
る
ま
で
続

い
た
。

　

日
本
軍
に
対
し
て
イ
ン
ド
防
衛
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
軍
で
あ
（
8
）

っ
た
。
し
か
し

そ
の
常
備
兵
力
は
、
一
二
万
（
一
九
三
八
年
。
第
一
次
大
戦

前
は
一
五
万
）
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の
主
力
は
北
西
部
の
国
境
地
帯
に
配
備
さ
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
以
来
伝
統
的
に
、
ロ
シ
ア
（
革

命
後
は
ソ
連
）の
脅
威
に
備
え
る
の
が
イ
ン
ド
軍
の
主
要
任
務
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
軍
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
任
務
は
、

国
内
の
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
軍
は
、外
敵
と
い
う
よ
り
も
、国
内
に
向
け
ら
れ
た
武
力
と
し
て
の
側
面
を
強
く
も
っ
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て
い
た
。
装
備
は
時
代
遅
れ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
ド
で
こ
の
よ
う
な
軍
事
体
制
が
取
ら
れ
た
の
は
、
大
規
模
な
侵
略
に
は
イ

ギ
リ
ス
本
国
が
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
ド
が
深
刻
な
軍
事
的
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
駐
屯
す
る
イ
ギ
リ
ス
軍
が
、
イ
ン
ド
防
衛
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

第
二
次
大
戦
の
危
機
が
高
ま
る
と
、
一
九
三
八
年
夏
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
調
査
委
員
会
（
チ
ャ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

委
員
会
）

を
任
命
し
て
、
イ
ン
ド
軍
の
近
代
化
計
画
を
策
定
し
た
。
し
か
し
近
代
化
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
兵
力
だ
け
は
三
九
年
ま
で
に

二
三
万
に
増
強
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
財
政
難
の
た
め
に
削
減
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
で
、
三
九
年
九
月
か
ら
四
〇
年
七
月
ま
で
、
本

格
的
な
増
強
は
行
わ
れ
な
か
（
9
）

っ
た
。
四
一
年
十
月
の
兵
力
は
八
二
万
で
あ
（
10.
）

っ
た
。
防
衛
戦
略
に
つ
い
て
み
る
と
、
独
ソ
不
可
侵
条
約

締
結
（
三
九
年
八
月
）
の
後
、
伝
統
的
な
北
西
辺
境
重
視
政
策
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
十
月
に
至
っ
て
も
、
イ
ン
ド
に
対
す

る
最
大
の
脅
威
は
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
で
あ
る
と
さ
れ
て
（
11
）

い
た
。
日
本
の
侵
略
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
軍
参
謀

本
部
が
一
九
三
六
年
秋
に
検
討
し
て
い
た
。
そ
の
結
論
は
、
イ
ン
ド
の
唯
一
最
大
の
防
壁
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
（
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
で
あ

り
、
こ
の
防
衛
手
段
が
失
わ
れ
た
場
合
、
イ
ン
ド
は
危
機
に
陥
る
と
い
う
も
の
で
あ
（
12
）

っ
た
。
し
か
し
具
体
的
な
対
策
は
取
ら
れ
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
と
き
、
イ
ン
ド
軍
は
と
う
て
い
日
本
と
近
代
戦
を
戦
え
る
よ
う
な
体
制
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
一
年
十
一
月
三
〇
日
、
日
米
開
戦
が
近
い
と
見
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
警
戒
態
勢
を
取
る
よ
う
イ
ン
ド
政
府
に
指
示
（
13
）

し
た
。
そ

れ
に
対
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
報
告
は
、
日
本
が
イ
ン
ド
を
攻
撃
す
る
場
合
、
ア
ッ
サ
ム
、
ベ
ン
ガ
ル
、
及
び
ビ
ハ
ー
ル
の
工
業
地
帯
に
対

し
て
空
襲
を
行
い
、
海
と
空
か
ら
港
湾
を
急
襲
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
イ
ン
ド
が
も
つ
戦
闘
機
は
旧
式
の
も
の

が
僅
か
に
一
八
機
、
二
飛
行
中
隊
に
す
ぎ
ず
、
爆
撃
機
に
至
っ
て
は
皆
無
で
あ
り
、
四
二
年
三
月
ま
で
配
備
の
見
込
み
す
ら
立
っ
て
い
な

い
と
し
て
（
14
）

い
た
。
日
本
軍
が
い
っ
せ
い
に
南
下
し
始
め
た
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
植
民
地
政
府
が
ど
れ
ほ
ど
狼
狽
し
た
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か
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
頼
み
の
綱
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
簡
単
に
陥
落
し
、
イ
ン
ド
は
外
敵
に
対
し
て
事
実

上
無
防
備
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
軍
は
五
月
四
日
に
は
、

ベ
ン
ガ
ル
湾
岸
の
要
衝
ア
キ
ャ
ブ
に
進
出
し
て
き
た
。
ア
キ
ャ
ブ
を
基
地
と
す
れ
ば
、
戦
闘
機
の
掩
護
つ
き
で
爆
撃
機
を
飛
ば
し
、
当
時

の
イ
ン
ド
の
商
工
業
の
中
心
都
市
カ
ル
カ
ッ
タ
（
コ
ル
カ
タ
）
を
初
め
と
す
る
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
岸
の
重
要
都
市
を
爆
撃
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
（
15
）

っ
た
。

　

急
速
な
日
本
軍
の
進
出
に
直
面
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
イ
ン
ド
を
め
ぐ
る
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
を
ど
う
見
て
い
（
16
）

た
か
。
イ
ギ
リ
ス
は
マ

レ
ー
沖
海
戦
で
東
洋
艦
隊
の
主
力
を
失
い
、
セ
イ
ロ
ン
の
海
軍
基
地
に
旧
式
の
戦
艦
五
隻
、
航
空
母
艦
三
隻
（
内
一
隻
は
軽
空
母
）
等
を

持
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
航
空
隊
は
さ
ら
に
弱
体
で
あ
っ
た
。
増
強
が
到
着
す
る
ま
で
の
二
、三
ヵ
月
の
間
、
日
本
海
軍
が
セ
イ
ロ
ン
、

マ
ド
ラ
ス
（
チ
ェ
ン
ナ
イ
）、
ヴ
ィ
ザ
ガ
パ
タ
ム
（
ヴ
ィ
シ
ャ
ー
カ
パ
ト
ナ
ム
）、
カ
ル
カ
ッ
タ
等
の
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
い
の
地
域
を
攻
撃
し

た
場
合
、
な
す
術
が
な
い
と
い
う
結
論
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ィ
ル
元
帥
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
、
二
通

り
の
想
定
を
伝
（
17
）

え
た
。
第
一
は
、
日
本
の
海
軍
が
セ
イ
ロ
ン
を
占
領
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
な

海
軍
基
地
を
奪
取
す
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
を
中
東
及
び
ソ
連
に
結
ぶ
ル
ー
ト
を
脅
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
は
、
海
上
と
陸
上
か

ら
の
合
同
作
戦
で
、
カ
ル
カ
ッ
タ
地
域
を
占
領
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
日
本
は
中
国
を
外
部
か
ら
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
う
な
っ
た
場
合
、
国
民
党
政
権
が
拠
る
重
慶
へ
の
補
給
は
、
空
輸
に
よ
る
し
か
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
イ
ギ
リ
ス
が
出
し

た
結
論
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
地
域
の
防
衛
よ
り
も
セ
イ
ロ
ン
の
防
衛
を
優
先
す
る
こ
と
で
あ
（
18
）

っ
た
。
日
本
軍
が
セ
イ
ロ
ン
に
進
出
し
、
ド

イ
ツ
軍
が
ソ
連
を
破
っ
て
ペ
ル
シ
ア
湾
に
達
し
た
場
合
、
日
独
両
国
が
イ
ン
ド
洋
で
合
流
し
手
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。
第
二
次
大
戦
全
体

の
動
向
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
構
図
で
あ
（
19
）

っ
た
。
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他
方
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
東
亜
共
栄
圏
に
イ
ン
ド
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
太
平
洋
戦
争
を
始
め
た
と
き
に
は
、
日
本
の

軍
部
は
イ
ン
ド
ま
で
戦
線
を
拡
げ
る
意
図
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
憂
慮
し
た
と
お
り
、
日
本
軍
は
三
月
末
に
ア

ン
ダ
マ
ン
諸
島
を
占
領
す
る
と
、
四
月
五
日
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
東
部
（
ベ
ン
ガ
ル
湾
）
で
「
イ
ン
ド
洋
機
動
作
戦
」
を
展
開
し
た
。
機
動

部
隊
（
南
雲
艦
隊
）
が
セ
イ
ロ
ン
の
コ
ロ
ン
ボ
と
ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
を
爆
撃
し
、
セ
イ
ロ
ン
沖
で
イ
ギ
リ
ス
の
航
空
母
艦
と
巡
洋
艦
を
沈

め
る
一
方
、
マ
レ
ー
部
隊
が
ヴ
ィ
ザ
ガ
パ
タ
ム
と
コ
カ
ナ
ダ
（
カ
ー
キ
ナ
ー
ダ
）
を
空
襲
し
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
北
部
を
航
行
中
の
商
船
隊
を

攻
撃
（
20.
）

し
た
。
し
か
し
大
規
模
な
軍
事
行
動
は
そ
こ
で
止
ま
（
21
）

っ
た
。
イ
ン
ド
洋
地
域
に
お
け
る
日
本
の
攻
勢
は
、
制
空
権
と
制
海
権

を
掌
握
す
る
域
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
日
本
の
諜
報
機
関
（
藤
原
（
Ｆ
）
機
関
）
は
降
伏
し
た
イ
ン
ド
兵
を
「
イ
ン
ド
国
民
軍
」
に
編
成
し
、
東
条
首
相
は
帝
国

議
会
で
イ
ン
ド
独
立
を
支
持
す
る
演
説
を
し
、
ビ
ル
マ
を
予
想
以
上
の
早
さ
で
制
圧
し
て
自
信
を
も
っ
た
南
方
軍
は
、
イ
ン
ド
国
内
が
混

乱
し
て
い
る
の
を
有
利
と
見
て
、
東
部
イ
ン
ド
に
進
攻
す
る
作
戦
（「
二
十
一
号
作
戦
」）
を
大
本
営
に
具
申
し
た
（
一
九
四
二
年
（
22
）

八
月
）。

し
か
し
、「
イ
ン
ド
国
民
軍
」
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
用
の
部
隊
に
す
ぎ
ず
、
東
条
首
相
は
決
し
て
具
体
的
な
イ
ン
ド
政
策
に
踏
み
込
ん
だ
発

言
を
し
よ
う
と
（
23
）

せ
ず
、
二
十
一
号
作
戦
に
は
陸
軍
内
部
に
さ
え
実
行
不
可
能
と
す
る
強
い
反
対
が
あ
り
、
事
実
上
棚
上
げ
に
さ
（
24
）

れ
た
。

ま
た
南
方
軍
は
、
主
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
目
標
に
し
た
対
印
航
空
進
攻
作
戦
を
、
二
十
一
号
作
戦
と
は
別
に
申
請
し
て
い
た
が
、
大
本
営
に

却
下
さ
（
25
）

れ
た
。

　

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
側
は
日
本
軍
の
戦
略
を
知
ら
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
む
し
ろ
、
日
本
が
大
規
模
な
イ
ン
ド
侵
攻
計
画
を
も
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
た
の
で
（
26
）

あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
三
月
半
ば
に
は
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
守
る
努
力
は
し
な
い
と
い
う
決
断
が
な
さ
れ
、
退
避

の
準
備
が
始
め
ら
れ
て
（
27
）

い
た
。
四
月
五
日
に
セ
イ
ロ
ン
が
攻
撃
さ
れ
る
と
、
ま
す
ま
す
警
戒
心
を
強
め
、
日
本
軍
が
ビ
ル
マ
で
の
成
功
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の
勢
い
を
駆
っ
て
、
ベ
ン
ガ
ル
海
岸
に
一
時
的
に
上
陸
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
測
を
、
新
聞
発
表
す
る
よ
う
な
状
態
で
あ
（
28
）

っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
軍
事
的
状
況
の
下
で
、
イ
ン
ド
の
„
内
部
“
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ベ
ン
ガ
ル
で
は
、
危
機
的
な
状
況
に
置
か
れ
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
軍
事
的
な
展
望
を
切
り
開
け
な
い
ま
ま
、
応
急
措
置
を
講
ず
る
の
に
追

わ
れ
て
い
た
。
十
二
月
二
二
日
、ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
は
非
常
事
態
を
宣
言
（
29
）

し
た
。
ビ
ル
マ
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
イ
ン
ド
系
の
難
民
が
、

ベ
ン
ガ
ル
と
ア
ッ
サ
ム
に
逃
れ
て
（
30
）

き
た
。
余
裕
の
あ
る
者
は
空
路
も
し
く
は
海
路
を
利
用
し
た
が
、
大
部
分
は
陸
路
を
辿
り
、
峻
険
な

ア
ラ
カ
ン
山
脈
を
越
え
、
マ
ニ
プ
ル
や
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
経
由
し
て
避
難
し
て
き
た
。
二
月
末
の
時
点
で
、
七
万
人
か
ら
二
五
万
人
と
推
定

さ
れ
る
難
民
が
、
陸
路
を
移
動
中
（

）
と
報
告
さ
れ
た
。
ア
ッ
サ
ム
に
到
達
し
た
難
民
の
総
数
（
途
中
で
死
亡
し
た
者
を
除
く
）

は
、
合
計
二
二
万
人
に
達
し
た
と
さ
（
31
）

れ
る
。
各
地
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
設
け
ら
れ
救
援
活
動
が
続
け
ら
れ
た
。
イ
ン
ド
系
の
難
民
の
間

に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
差
別
さ
れ
た
と
い
う
不
満
が
渦
巻
い
て
い
た
。
難
民
、
特
に
イ
ン
ド
系
難
民
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
イ

ン
ド
人
の
間
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
を
守
れ
な
い
し
、
そ
う
な
っ
た
場
合
、
イ
ン
ド
人
を
見
捨
て
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
信
感

が
拡
が
り
始
め
て
い
た
。

　

他
方
、植
民
地
行
政
機
構
の
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、日
本
軍
が
イ
ン
ド
の
一
部
、例
え
ば
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
占
領
し
た
場
合
、

地
方
の
行
政
官
は
ど
う
す
べ
き
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
政
府
の
当
初
の
方
針
は
、
住
民
の
避
難
は
行
わ
ず
、
し
た
が
っ
て
イ

ギ
リ
ス
人
の
県
知
事
以
下
の
地
方
官
は
、
被
占
領
地
に
残
っ
て
行
政
を
継
続
し
住
民
を
保
護
す
る
べ
し
と
い
う
も
の
で
あ
（
32
）

っ
た
。
し
か

し
、
香
港
、
ビ
ル
マ
、
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
日
本
軍
の
残
虐
行
為
の
報
が
入
り
、
ま
た
、
日
本
軍
が
植
民
地
行
政
の
継
続
を
認
め
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
と
、
避
難
を
容
認
す
る
方
向
に
方
針
が
転
換
さ
れ
た
。
た
だ
し
他
方
で
は
、
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
の
出
勤
を
確
保
し
、
逃
亡

を
防
ぐ
の
が
課
題
で
あ
り
、
政
府
は
微
妙
な
舵
取
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
（
33
）

い
た
。
ま
た
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
一
部
の
官
庁
を
、
地
方
に
疎
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開
さ
せ
る
計
画
が
立
て
ら
れ
始
め
て
（
34
）

い
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
民
間
人
に
対
し
て
は
、
戦
時
意
識
を
高
め
戦
時
体
制
の
下
に
組
織
化
す
る
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
や

地
方
都
市
で
は
「
空
襲
警
戒
計
画
」（

）
が
策
定
さ
れ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
に
お
け
る
そ
の
内
容

は
、
消
防
署
を
厳
戒
態
勢
に
置
く
こ
と
、
建
物
に
迷
彩
を
施
す
こ
と
、
市
電
の
照
明
を
落
と
す
こ
と
、
灯
火
管
制
を
実
施
す
る
こ
と
、
敵

機
を
発
見
す
る
訓
練
を
行
う
こ
と
等
か
ら
な
っ
て
（
35
）

い
た
。
同
時
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
と
十
九
の
県
で
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
市
民
防
衛
隊
」

（

）
が
組
織
さ
れ
、
隊
員
は
、
講
演
会
や
パ
レ
ー
ド
や
訓
練
（
空
襲
の
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
等
）
に
参
加
（
36
）

し
た
。「
市

民
防
衛
隊
」
が
組
織
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
真
似
て
、
各
地
に
「
市
民
防
衛
委
員
会
」（

）
な
ど
と
称
す
る
住

民
の
自
主
的
な
組
織
が
出
現
（
37
）

し
た
。
こ
の
中
に
は
国
民
会
議
派
等
の
政
党
系
列
の
も
の
が
あ
り
、
政
府
は
神
経
を
尖
ら
せ
た
。
ま
た
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大マ

ハ
ー
サ
バ
ー

協
会
の
Ｓ
・
Ｐ
・
ム
カ
ジ
ー
（

）
は
、「
紳ボ

ッ
ド
ロ
ロ
ク

士
階
級
の
ゲ
リ
ラ
軍
」
を
組
織
す
る
よ
う
主

張
（
38
）

し
た
。
日
本
軍
か
ら
イ
ン
ド
を
防
衛
す
る
た
め
の
自
主
的
な
組
織
が
、
イ
ン
ド
社
会
の
„
内
部
“
か
ら
生
ま
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
は
、

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
月
に
な
る
と
、
夏
休
み
を
理
由
に
教
育
機
関
が
閉
鎖
さ
れ
、
児
童
や
母
親
の
疎
開
が
始
ま
（
39
）

っ
た
。
続
い
て
、

「
国
土
防
衛
隊
」（

）
が
全
ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
地
帯
に
組
織
さ
（
40
）

れ
た
。「
国
土
防
衛
隊
」
は
、
買
い
占
め
の
摘
発
、
食
糧

増
産
計
画
の
宣
伝
な
ど
を
通
じ
て
、
行
政
を
補
完
し
た
。
ま
た
、「
市
民
防
衛
計
画
」（

）
の
下
に
、
サ
イ
レ

ン
の
設
置
、
救
急
班
の
訓
練
、
火
葬
場
の
増
設
、
消
防
署
の
増
設
、
避
難
キ
ャ
ン
プ
の
設
営
な
ど
が
地
方
で
も
続
け
ら
（
41
）

れ
た
。

　

軍
事
面
で
は
、
東
部
イ
ン
ド
一
帯
で
全
速
力
で
飛
行
場
の
建
設
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
数
は
お
よ
そ
二
百
カ
所
に
の
ぼ
（
42
）

っ
た
。
航
空
戦

力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
優
先
課
題
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
力
を
東
部
イ
ン
ド
に
集
中
す
る
た
め
に
は
基
地
が
必
要
で

あ
っ
た
。
飛
行
場
と
基
地
の
建
設
の
た
め
に
、
農
村
部
で
土
地
収
用
が
推
進
さ
れ
、
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
た
農
民
へ
の
補
償
が
、
社
会
問
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題
化
し
は
じ
め
て
（
43
）

い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
騒
然
と
し
た
状
況
の
中
で
、
四
二
年
一
月
に
は
早
く
も
買
い
占
め
が
起
こ
り
、
灯
油
や
塩
が
局
地
的
に
欠
乏
す
る
よ
う

に
な
り
、
ベ
ン
ガ
ル
全
域
で
物
価
が
上
昇
し
は
じ
（
44
）

め
た
。
二
四
パ
ル
ガ
ナ
、
ジ
ェ
ソ
ー
ル
（
ジ
ョ
シ
ョ
ル
）、
ラ
ジ
シ
ャ
ヒ
、
マ
ル
ダ
、

ボ
グ
ラ
の
諸
県
で
は
、
買
い
占
め
と
物
価
高
騰
に
抗
議
す
る
群
衆
が
、
市
場
を
略
奪
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

カ
ル
カ
ッ
タ
市
の
治
安
を
担
当
す
る
カ
ル
カ
ッ
タ
警
視
庁
特
別
課
は
、
開
戦
後
数
日
の
間
は
カ
ル
カ
ッ
タ
市
民
は
平
静
だ
っ
た
と
報
告

し
て
（
45
）

い
る
。
し
か
し
十
二
月
十
三
日
に
、
ラ
ン
グ
ー
ン
で
空
襲
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
入
る
と
、
状
況
が
一
変
し
た
。

ラ
ン
グ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
や
コ
ッ
ク
ス
・
バ
ザ
ー
ル
が
空
襲
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
乱
れ
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
市
民
の
間

で
は
空
襲
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
様
々
な
噂
が
流
れ
た
。

（
１
）
徴
兵
制
が
布
か
れ
る
、（
２
）
警
察
に
徴
用
さ
れ
る
、（
３
）
軍
が
カ
ル
カ
ッ
タ
市
を
管
理
す
る
、（
４
）
兵
士
が
女
性
に
い
た

ず
ら
し
た
、（
５
）
空
襲
警
報
の
間
、
食
糧
が
欠
乏
す
る
、（
５
）
東
洋
ガ
ス
会
社
等
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
大
企
業
の
雇
用
者
は
、
労
働

者
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
給
料
の
支
払
い
を
遅
ら
せ
て
い
る
、
一
月
八
日
に
給
料
を
受
け
取
っ
た
ら
労
働
者
は
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら

脱
出
す
る
だ
ろ
う
、（
６
）
爆
撃
す
る
か
ら
、一
月
十
八
日
ま
で
に
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
避
難
せ
よ
と
勧
告
す
る
日
本
の
放
送
を
聞
い
た
。

ま
た
特
別
課
は
、
日
本
と
関
係
の
あ
る
市
民
の
言
動
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
。
彼
ら
は
次
の
よ
う
な
噂
を
流
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
ペ
ナ
ン
で
は
日
本
軍
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
ア
ジ
ア
人
を
区
別
し
、
ア
ジ
ア
人
に
は
寛
大
だ
っ
た
、（
８
）
東
京
で
ラ
シ
ュ
・
ビ
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ハ
リ
・
ボ
ー
ス
に
会
っ
た
が
、
ボ
ー
ス
は
日
本
軍
は
十
二
月
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
空
襲
す
る
だ
ろ
う
と
語
っ
た
、（
９
）
日
本
は
既
に

イ
ン
ド
国
内
に
第
五
列
を
組
織
し
て
い
る
、
彼
ら
は
日
本
軍
の
イ
ン
ド
侵
攻
と
同
時
に
蜂
起
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
噂
は
、
日
本
軍
が
イ
ン
ド
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
も
っ
と
生
々
し
い
内
容
に
変
わ
っ
て
い
く
。

（
10
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
陥
落
し
た
と
き
、
日
本
兵
は
イ
ギ
リ
ス
人
将
校
に
、
イ
ン
ド
人
を
乗
せ
た
リ
キ
シ
ャ
を
引
か
せ
た
、（
11
）

ラ
ン
グ
ー
ン
か
ら
退
却
す
る
と
き
、イ
ギ
リ
ス
軍
は
民
間
人
の
家
も
含
め
町
全
体
に
火
を
放
っ
た
、（
12
）
プ
リ
ー
﹇
海
岸
の
保
養
地
﹈

の
沖
に
潜
水
艦
が
浮
上
す
る
の
を
見
た
、（
13
）
マ
ド
ラ
ス
沖
で
旅
客
船
が
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
た
、（
14
）
日
本
軍
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン

に
向
け
て
進
軍
し
て
い
る
、（
15
）
三
月
十
六
日
の
空
襲
警
報
は
演
習
で
は
な
か
っ
た
、
爆
撃
機
が
飛
来
し
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

戦
闘
機
が
迎
撃
に
飛
び
立
っ
た
が
捕
捉
に
失
敗
し
た
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
噂
は
、
生
活
に
関
わ
る
も
の
と
政
治
的
な
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
反
映
す

る
噂
が
、
イ
ギ
リ
ス
か
日
本
か
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
、
と
い
う
政
治
的
な
噂
を
圧
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
大
多
数
の
噂
は
、

空
襲
へ
の
恐
怖
、職
の
確
保
（
徴
兵
と
徴
発
へ
の
警
戒
感
）、生
活
基
盤
の
維
持
（
給
与
や
食
糧
）、家
族
の
安
全
（
女
性
の
問
題
）
と
い
っ

た
生
活
に
密
着
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
政
治
的
な
噂
は
、
敗
北
を
続
け
る
イ
ギ
リ
ス
を
嘲
弄
し
、
逆
に
、
日
本
軍
に
対
し

て
は
好
意
的
な
態
度
を
示
し
、
日
本
が
イ
ン
ド
に
寛
大
な
政
策
を
取
る
よ
う
期
待
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
に
述
べ
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
除
け
ば
、
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
直
接
呼
応
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
に
対
し
て
は
、
漠
然
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と
し
た
好
意
的
な
気
分
が
あ
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
争
の
受
け
止
め
方
を
社
会
層
別
に
見
て
み
る
と
、「
教
育
を
受
け
た
階
層
」
の
間
で
は
、ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と
サ
ラ
ト
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
兄
弟
が
密
か
に
日
本
と
交
渉
し
て
い
る
と
か
、
日
本
が
上
陸
し
た
ら
前
衛
ブ
ロ
ッ
ク
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス

が
創
設
し
た
政
党
）
が
呼
応
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
根
強
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
（
46
）

い
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ボ
ー
ス
兄
弟
を
媒
介

に
し
て
日
本
に
期
待
す
る
傾
向
は
、
国
外
で
は
敗
北
を
重
ね
、
国
内
で
は
未
曾
有
の
危
機
に
際
し
て
力
強
い
政
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
失
望
感
と
対
に
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

組
織
労
働
者
に
関
し
て
は
、
公
安
当
局
の
興
味
深
い
報
告
が
（
47
）

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
西
方
の
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ー
ド
プ

ル
に
あ
る
タ
ー
タ
ー
鉄
鋼
会
社
で
は
、
ベ
ン
ガ
ル
人
労
働
者
は
心
情
的
に
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
を
支
持
し
、
も
し
日
本
軍
が
侵
攻
し
て

き
た
と
し
て
も
、
ベ
ン
ガ
ル
が
友
好
的
な
態
度
を
示
せ
ば
、
日
本
か
ら
有
利
な
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た
と
い
う
。
し

か
し
彼
ら
の
中
で
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
前
衛
ブ
ロ
ッ
ク
支
持
者
で
、
反
連
合
国
の
立
場
か
ら
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
行
い
、
製
鉄
所
の
生
産

を
低
下
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
は
少
数
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
西
イ
ン
ド
及
び
北
イ
ン
ド
出
身
の
労
働
者
は
、
ベ
ン
ガ
ル

人
を
裏
切
り
者
と
見
な
し
、
日
本
に
対
し
て
ま
っ
た
く
幻
想
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
支
配
を
と
く
に
好
ん

で
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
強
力
な
政
府
の
下
で
安
定
し
た
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
を
望
み
、
製
鉄
所
が
軍
需
生
産
の
た
め
に
フ
ル
稼
働

す
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
漠
然
と
し
た
も
の
に
せ
よ
、
日
本
に
対
す
る
期
待
感
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
枢
軸
国
あ
る
い
は
チ
ャ
ン
ド

ラ
・
ボ
ー
ス
支
持
を
表
明
す
る
明
確
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
二
例
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
つ
は
、

四
二
年
一
月
、
東
ベ
ン
ガ
ル
の
モ
イ
モ
ン
シ
ン
県
の
キ
シ
ョ
ル
ゴ
ン
ジ
で
、「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
万
歳
、
ス
バ
ス
・
ボ
ー
ス
万
歳
」
を
叫
び
、
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日
本
と
ド
イ
ツ
を
歓
迎
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
が
、
一
枚
貼
ら
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
事
件
で
（
48
）

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
孤
立

し
た
出
来
事
で
、他
に
ビ
ラ
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、四
月
前
半
に
、「
イ
ン
ド
革
命
人
民
党
（

）」
を
自
称
す
る
組
織
が
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
そ
れ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
ば
か
り
で
な
く
地
方
に
ま

で
流
布
し
た
事
件
で
（
49
）

あ
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
は
、
イ
ン
ド
を
戦
争
に
巻
き
込
ん
だ
に
も
拘
ら
ず
イ
ン
ド
を
守
る
能
力
も
気
概
も

な
い
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
激
し
く
批
判
し
、
独
立
し
て
日
本
と
講
和
を
結
ぶ
こ
と
を
示
唆
し
、「
東
洋
の
曙
」
に
注
目
す
る
よ
う
に
促
し
、

日
本
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
強
調
し
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
指
示
に
従
っ
て
「
革
命
」
を
起
こ
し
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
を
打
倒
す

る
好
機
が
来
た
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
内
容
は
、「
イ
ン
ド
革
命
人
民
党
」
が
明
確
な
思
想
と
政
治
的
方
針
を
も
っ
た

組
織
だ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
こ
の
一
回
だ
け
で
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
事
件
の
他

に
、
組
織
性
を
感
じ
さ
せ
る
事
件
は
、
史
料
に
は
現
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
市
民
は
続
々
と
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
脱
出
し
は
じ
（
50
）

め
た
。
ま
た
当
局
は
、
カ
ル
カ
ッ

タ
市
の
人
口
を
減
ら
す
た
め
に
、
秩
序
あ
る
避
難
を
進
め
よ
う
と
し
て
（
51
）

い
た
。
四
一
年
十
二
月
半
ば
以
降
、
カ
ル
カ
ッ
タ
発
の
列
車
は

ど
れ
も
超
満
員
と
な
り
、
切
符
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
。
列
車
に
乗
れ
な
か
っ
た
者
は
、
徒
歩
あ
る
い
は
牛
車
で
カ
ル
カ
ッ
タ
の
外
に

向
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
は
、
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
サ
ー
バ
ン
ト
や
行
商
人
等
の
下
層
市
民
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。
彼
ら
は

徴
兵
制
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
噂
に
怯
え
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
出
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
月
に
入
る
と
、
彼
ら
の
列
に
工
場
労
働
者

が
加
わ
り
は
じ
め
た
。
四
二
年
一
月
十
日
、十
一
日
、十
二
日
の
三
日
間
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
去
っ
た
労
働
者
の
数
は
、そ
れ
ぞ
れ
七
、五
〇
〇

人
、九
、〇
〇
〇
人
、六
、五
〇
〇
人
、合
計
二
三
、〇
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、リ
ー
バ
兄
弟
会
社
（
石
け
ん
を
製
造
）
で
は
、

労
働
者
の
三
分
の
一
が
カ
ル
カ
ッ
タ
を
去
っ
た
と
い
う
。
カ
ル
カ
ッ
タ
を
北
イ
ン
ド
に
結
ぶ
幹
線
道
路
（

）
で
は
、
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家
族
連
れ
の
労
働
者
が
牛
車
で
進
む
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
半
径
百
マ
イ
ル
の
地
域
に
は
、
避
難
し
て
く
る
人
々

の
た
め
に
二
五
〇
も
の
キ
ャ
ン
プ
が
設
営
さ
れ
、
近
県
に
避
難
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
住
居
、
食
糧
、
衛
生
等
を
確
保
す
る
措
置
が
取
ら

（
52
）

れ
た
。
市
内
の
小
商
店
の
中
に
は
、
顧
客
を
失
っ
た
た
め
に
、
店
を
た
た
む
も
の
が
現
れ
て
い
た
。
政
府
は
電
気
、
ガ
ス
、
市
電
、
電

話
等
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
基
本
施
設
維
持
令
（

）
を
発
し
て
、

労
働
者
の
確
保
に
努
め
て
（
53
）

い
た
。

　

表
１
と
表
２
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
と
イ
ン
ド
各
地
を
結
ぶ
鉄
道
の
旅
客
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
不
完
全
な
統
計
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
と
同
時
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
を
中
心
に
し
て
い
か
に
激
し
い
人
口
移
動
が
起
こ
っ
た
か
、
十
分
窺
え
る
で
あ
ろ

う
。
カ
ル
カ
ッ
タ
と
ボ
ン
ベ
イ
方
面
を
結
ぶ
ベ
ン
ガ
ル
・
ナ
ー
グ
プ
ル
鉄
道
で
は
、
十
二
月
後
半
を
ピ
ー
ク
に
七
万
人
近
く
の
人
口
の
純

流
出
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
の
流
れ
は
一
月
末
に
逆
転
し
た
。
四
月
に
若
干
の
流
出
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
七
月

ま
で
人
口
の
流
入
が
続
い
た
。
十
二
月
か
ら
七
月
ま
で
を
通
じ
て
み
る
と
、
ベ
ン
ガ
ル
・
ナ
ー
グ
プ
ル
鉄
道
で
は
人
口
の
純
流
出
と
純
流

入
が
ほ
ぼ
釣
り
合
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
と
北
イ
ン
ド
、
東
ベ
ン
ガ
ル
及
び
ア
ッ
サ
ム
を
結
ぶ
東
イ
ン
ド
鉄
道
、
ベ
ン

ガ
ル
・
ア
ッ
サ
ム
鉄
道
で
は
、
同
様
の
傾
向
が
や
や
遅
れ
て
、
い
っ
そ
う
大
規
模
か
つ
明
確
に
現
れ
た
。
二
月
初
め
か
ら
四
月
中
旬
に
か

け
て
三
〇
万
人
も
の
規
模
の
純
流
出
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
の
激
流
は
お
そ
ら
く
四
月
末
か
五
月
初
め
に
逆
転
し
、
五
月
中
旬
か
ら
七
月
ま

で
に
、
逆
に
二
〇
万
人
以
上
が
流
入
し
た
。
ベ
ン
ガ
ル
政
府
が
当
時
行
っ
た
推
定
に
よ
れ
ば
、
三
月
末
ま
で
に
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
避
難
し

た
人
の
総
数
は
八
〇
万
人
に
の
ぼ
る
と
さ
（
54
）

れ
る
。
鉄
道
の
他
に
道
路
や
船
に
よ
る
人
口
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
八
〇
万
と

い
う
数
字
は
か
な
り
実
際
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
カ
ル
カ
ッ
タ
市
の
人
口
は
二
一
〇
万
人
、
衛
星
都
市
の
ハ
ウ
ラ

を
加
え
て
も
二
五
〇
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
サ
ー
バ
ン
ト
、
行
商
人
、
労
働
者
等
の
下
層
民
衆
を
巻
き
込
ん
で
、
人
口
の
お
よ
そ
三
分
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表１：ベンガル・ナーグプル鉄道の週別旅客統計（1941年12月～1942年３月）

カルカッタから カルカッタへ 差引流出人数
～12月７日 27,942 28,187 －245
～12月14日 35,945 31,819 +4,126
～12月21日 59,453 29,129 +30,324
～12月28日 46,406 27,525 +18,881
～１月４日 31,919 30,009 +1,910
～１月11日 35,680 26,933 +8,747
～１月18日 29,560 24,356 +5,204
小計 +68,947

～１月25日 28,084 28,582 －498
～２月１日 24,946 26,807 －1,861
～２月８日 26,426 29,858 －3,432
～２月15日 28,264 28,789 －525
～２月22日 26,781 31,566 －4,785
～３月１日 29,803 30,553 －750
～３月８日 27,773 33,045 －5,272
～３月15日 28,441 31,341 －2,900
～３月22日 27,450 26,445 +1,005
～３月29日 24,824 24,491 +333
小計 －18,685

～４月４日 33,318
～４月11日 35,300
～４月18日 32,280

～5月16日 26,342 29,613 －3,271
～5月23日 26,368 33,037 －6,669
～5月30日 24,976 32,330 －7,354
～６月６日 28,509 28,697 －188
～６月13日 n.a. n.a.
～６月20日 26,898 32,672 －5,774
～６月27日 n.a. n.a.
～７月４日 26,252 35,184 －8,932
～７月11日 26,927 32,045 －5,118
～７月18日 29,016 33,017 －4,001
～７月25日 26,814 35,944 －9,130
小計 －50,437

（出所）‘Exodus’, File PM 757A/42, ff .38-39, Special Branch, Calcutta Police.
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表２：東インド鉄道，ベンガル・アッサム鉄道及びマーティン軽便鉄道の旅客統計（1942
年１月～７月）

カルカッタから カルカッタへ 差引流出人数
１月18日～１月24日 124,698 n.a.
２月９日～２月22日（２週） 235,114 208,405 +26,709
２月23日～３月７日（２週） 252,771 193,069 +59,702
３月８日～３月14日 158,535 118,573 +39,962
３月15日～３月21日 140,651 122,093 +18,558
３月22日～３月28日 139,794 114,786 +25,008
３月29日～４月４日 162,928 122,904 +40,024
４月５日～４月11日 182,696 131,939 +50,757
４月12日～４月18日 184,621 138,570 +46,051

小計 +306,771
５月10日～５月16日 140,957 155,243 －14,286
５月17日～５月23日 126,270 143,618 －17,348
５月24日～５月30日 121,518 141,421 －19,903
５月31日～６月６日 148,229 152,687 －4,458
６月７日～６月13日 n.a. n.a.
６月14日～６月20日 141,070 166,371 －25,301
６月21日～６月27日 n.a. n.a.
６月28日～７月４日 154,481 180,062 －25,581
７月５日～７月11日 122,562 189,366 －66,804
７月12日～７月18日 132,805 143,247 －10,442
７月19日～７月25日 132,115 166,795 －34,680

小計 －218,803
（出所）‘Exodus’, File PM 757A/42, f.38; File PM 757/42, Special Branch, Calcutta Police.
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の
一
が
、
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
怖
れ
て
避
難
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
四
二
年
五
〜
七
月
に
な
る
と
、
日
本
は
イ
ン
ド
を
攻
撃
し
な
い
だ
ろ
う
、
イ
ン
ド
に
向
か
う
前
に
、
中
国
や
シ
ベ
リ
ア
に
力
を

集
中
す
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
見
方
が
広
が
っ
た
と
さ
（
55
）

れ
る
。
ま
た
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
は
五
月
以
降
は
猛
暑
と
モ
ン
ス
ー
ン
の
た
め
に
、

侵
攻
作
戦
が
困
難
に
な
る
。
列
車
に
よ
る
移
動
の
方
向
の
逆
転
は
、
こ
う
い
う
世
論
や
気
候
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
後
に
起
こ
っ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
を
中
心
と
す
る
激
し
い
人
口
移
動
は
、
戦
争
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
日
本
に
対
す
る
漠
然
と
し

た
期
待
感
を
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
「
焦
土
作
戦
」
か
ら
「
拒
絶
作
戦
」
へ
の
転
換

　

一
九
四
二
年
一
月
二
九
日
、
マ
レ
ー
半
島
を
電
撃
的
な
速
さ
で
南
下
し
て
き
た
日
本
軍
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
対
岸
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
に
到

達
し
た
頃
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
政
府
は
、
植
民
地
と
自
治
領
に
対
し
、「
焦
土
作
戦
」（

）
の
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
に
指
令
（
56
）

し
た
。
そ
の
指
令
は
、
第
二
次
大
戦
の
重
要
な
教
訓
の
一
つ
は
、
敵
に
侵
略
さ
れ
た
際
、
焦
土
作
戦
が
軍
事
的
に
非
常
に

重
要
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、植
民
地
に
適
用
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
と
伝
え
て
い
た
。
こ
の
指
令
に
言
う
焦
土
作
戦
と
は
、（
１
）

陸
海
空
の
軍
事
施
設
と
飛
行
場
、（
２
）
通
信
施
設
（
無
線
、
有
線
、
電
報
）、（
３
）
石
油
備
蓄
、
石
油
基
地
、
油
井
、
精
油
所
、（
４
）

石
炭
、
原
料
、
ジ
ュ
ー
ト
袋
、
ド
ラ
ム
缶
及
び
衣
料
品
の
備
蓄
、（
５
）
港
湾
施
設
、
特
に
燃
料
補
給
、
荷
役
、
修
繕
の
施
設
と
動
力
源
、

（
６
）
運
輸
施
設
、
特
に
橋
梁
、
機
関
車
、
そ
の
修
理
工
場
、
及
び
退
避
不
可
能
な
全
て
の
船
舶
（
海
洋
船
と
川
船
）、
そ
し
て
（
７
）
鉱

山
と
そ
の
機
械
設
備
の
、「
容
赦
の
な
い
」「
恒
久
的
な
」
破
壊
を
意
味
し
て
い
た
。
他
方
で
は
、
移
動
可
能
な
も
の
、
例
え
ば
、
希
少
鉱
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物
資
源
の
備
蓄
や
工
作
機
械
は
疎
開
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
焦
土
作
戦
に
伴
う
軍
事
行
動
や
軍
の
命
令
で
損
害
が

生
じ
た
場
合
、
そ
の
補
償
問
題
は
終
戦
ま
で
棚
上
げ
に
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ソ
連
が
ド
イ
ツ
軍
の
侵
入
に
対
し
て

焦
土
作
戦
を
用
い
て
効
果
を
あ
げ
た
の
を
見
て
、
植
民
地
や
自
治
領
に
お
い
て
も
ソ
連
と
同
じ
作
戦
を
日
本
軍
に
対
し
て
使
お
う
と
し
て

い
た
。
し
か
し
こ
の
指
令
は
、
イ
ン
ド
の
場
合
、
他
な
ら
ぬ
イ
ン
ド
植
民
地
政
府
の
反
対
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

に
至
る
。

　

イ
ン
ド
政
府
は
こ
の
指
示
を
検
討
し
結
論
を
出
す
の
に
、
実
に
一
ヵ
月
の
時
間
を
か
（
57
）

け
た
。
二
月
二
八
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
出
し

た
結
論
は
、「
全
イ
ン
ド
に
対
し
て
全
面
的
な
『
焦
土
作
戦
』
を
行
う
の
は
実
際
的
で
な
い
し
望
ま
し
く
も
な
い
」
が
、「
敵
に
対
す
る
限

定
さ
れ
た
『
拒
絶
』
作
戦
」
を
実
行
す
る
の
は
実
際
的
だ
し
必
要
で
も
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
焦
土
作
戦
」
と
い
う

呼
称
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、「
拒
絶
作
戦
」（

）
と
い
う
意
味
の
曖
昧
な
新
造
語
に
差
し
替
え
る
べ
き
だ
と

し
て
い
た
。
ま
た
、「
焦
土
作
戦
」
の
影
響
を
も
っ
と
も
強
く
受
け
る
ベ
ン
ガ
ル
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
知
事
が
、「
カ
ル
カ
ッ
タ
は
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
動
員
し
て
徹
底
的
に
防
衛
す
る
」、
し
た
が
っ
て
「
プ
ラ
ン
ト
や
人
員
の
避
難
と
い
う
問
題
は
ま
っ
た
く
生
じ
な
い
」
な
ど
と

し
て
、
絶
対
反
対
を
表
明
し
て
（
58
）

い
た
。

　

三
月
八
日
、
日
本
軍
が
ラ
ン
グ
ー
ン
を
占
領
す
る
と
、
イ
ン
ド
軍
と
イ
ン
ド
政
府
は
作
戦
の
基
本
方
針
を
関
係
部
局
に
通
達
し
た
（
三

月
十
（
59
）

一
日
）。
そ
れ
は
、
二
月
二
八
日
の
結
論
を
踏
襲
し
て
、「
全
イ
ン
ド
に
対
し
て
全
面
的
な
焦
土
作
戦
を
行
う
の
は
実
際
的
で
な
い

し
望
ま
し
く
も
な
い
」
の
で
、
ア
ッ
サ
ム
、
ベ
ン
ガ
ル
、
ビ
ハ
ー
ル
、
オ
リ
ッ
サ
及
び
東
部
藩
王
国
（
マ
ニ
プ
ル
等
を
指
す
）
に
お
い
て
、

限
定
的
な
「
拒
絶
作
戦
」
を
、
軍
司
令
官
の
指
揮
の
下
に
実
施
す
る
と
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
政
府
の
言
う
「
拒
絶
作
戦
」
と
は
、「
軍
事

的
脅
威
の
下
に
あ
る
画
定
さ
れ
た
地
域
の
内
部
で
、
必
須
の
も
の
を
破
壊
も
し
く
は
撤
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
ス
ト
ッ
ク
あ
る
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い
は
サ
ー
ビ
ス
を
敵
に
拒
絶
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
完
全
な
破
壊
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
重
要
な
機
械
や
部
品
を
取
り

外
し
て
機
能
を
麻
痺
さ
せ
る
こ
と
に
止
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
限
定
的
な
「
拒
絶
」
の
対
象
と
し
て
次
の
も
の
が
列
挙
さ
れ
、
直
ち
に
準

備
に
入
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。

（
１
）
油
田
、
石
油
関
連
施
設
、
及
び
ガ
ソ
リ
ン
等
石
油
製
品
の
ス
ト
ッ
ク

（
２
）
炭
鉱

（
３
）
港
湾
（
カ
ル
カ
ッ
タ
港
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
港
の
破
壊
）

（
４
）
飛
行
場

（
５
）
発
電
所
（
チ
ッ
タ
ゴ
ン
と
カ
ル
カ
ッ
タ
）

（
６
）
工
場
（
国
営
工
場
、
鉄
道
工
場
、
民
間
の
軍
需
工
場
等
）

（
７
）
余
剰
食
糧
及
び
原
材
料

（
８
）
交
通
通
信
（
鉄
道
と
橋
、
道
路
、
船
舶
﹇
動
力
船
か
ら
小
舟
ま
で
﹈、
無
線
通
信
・
有
線
通
信
・
電
報
・
電
話
・
放
送
、
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、
牛
車
、
役
畜
﹇
象
を
含
む
﹈）

（
９
）
爆
薬

　

本
国
政
府
は
イ
ン
ド
側
の
こ
う
し
た
動
き
に
苛
立
ち
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
省
は
、「
拒
絶
作
戦
」
の
策
定
は
「
焦
土
作
戦
そ
の

も
の
を
実
施
す
る
試
み
を
全
く
し
な
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
受
け
止
（
60
）

め
た
。
経
済
戦
争
省
は
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
を
占
領
し
資
源
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を
確
保
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
（
61
）

い
た
。
彼
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
原
料
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
日
本
が
次
に
必
要
と

す
る
の
は
、
こ
の
資
源
を
利
用
す
る
た
め
の
工
場
と
機
械
だ
と
見
て
、
イ
ン
ド
の
工
業
力
が
重
要
性
を
増
し
た
と
考
え
て
い
た
。
特
に
、

鉄
鋼
業
、機
械
工
業
、軍
需
工
場
及
び
ジ
ュ
ー
ト
工
場
が
、日
本
の
手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。
当
時
、カ
ル
カ
ッ

タ
を
中
心
と
す
る
東
部
イ
ン
ド
は
、
喜
望
峰
以
東
の
英
帝
国
で
最
大
の
工
業
力
を
も
つ
地
域
で
あ
り
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
で
獲
得
し
た

資
源
を
カ
ル
カ
ッ
タ
周
辺
で
軍
需
品
に
加
工
し
始
め
た
ら
、
深
刻
な
事
態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
大
臣
は
、
三
月
二
七
日
、

「
拒
絶
作
戦
」
を
「
緊
急
か
つ
根
本
的
に
見
直
す
」
よ
う
迫
る
電
報
を
送
り
、
さ
ら
に
「
焦
土
作
戦
」
の
対
象
に
工
業
プ
ラ
ン
ト
を
加
え

る
指
示
を
突
き
つ
（
62
）

け
た
。

　

し
か
し
イ
ン
ド
政
府
は
譲
ら
な
か
（
63
）

っ
た
。
彼
ら
は
本
国
政
府
の
指
示
を
拒
否
す
る
理
由
と
し
て
四
点
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、

（
１
）
日
本
軍
の
脅
威
を
受
け
て
い
る
地
域
が
桁
外
れ
に
広
い
こ
と

（
２
）
完
全
な
破
壊
を
行
う
た
め
の
熟
練
し
た
人
員
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
、
そ
の
上
信
頼
が
置
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と

（
３
）
計
画
を
完
全
に
機
密
に
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
情
報
が
漏
洩
し
た
場
合
、
住
民
の
士
気
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か

り
で
な
く
、
政
治
運
動
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
既
に
そ
の
兆
候
が
あ
る
こ
と

（
４
）
膨
大
な
人
口
を
擁
す
る
地
域
で
「
焦
土
作
戦
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
何
百
万
も
の
住
民
に
食
糧
を
与
え
る
義
務
を
負
う
こ

と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
こ
と

三
月
末
、
イ
ン
ド
政
府
は
カ
ル
カ
ッ
タ
に
調
査
団
を
派
遣
し
、「
拒
絶
作
戦
」
の
実
施
計
画
の
作
成
に
取
り
か
か
（
64
）

っ
た
。
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イ
ン
ド
政
府
が
こ
れ
ほ
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
本
国
政
府
の
指
示
に
逆
ら
う
の
は
稀
で
あ
る
。「
焦
土
作
戦
」
反
対
に
踏
み
切
る
に
当
た
っ

て
は
、
彼
ら
が
自
ら
挙
げ
た
上
の
四
つ
の
理
由
の
他
に
、
も
う
一
つ
の
理
由
が
絡
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ク
リ
ッ
プ
ス

使
節
団
が
三
月
二
二
日
に
到
着
し
、
国
民
会
議
派
等
と
交
渉
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
チ
ル
内
閣
は
交
渉
の
成

功
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
よ
い
に
し
て
も
、
現
地
の
イ
ン
ド
政
府
に
し
て
み
れ
ば
、
初
め
か
ら
冷
水
を
浴
び
せ
、
交
渉
を

流
し
て
し
ま
う
の
は
避
け
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

も
っ
と
も
大
き
な
理
由
は
、
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
植
民
地
イ
ン
ド
の
世
論
と
民
族
運
動
の
動
向
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
は
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
者
や
民
衆
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
戦
争
で
は
な
く
、
植
民
地
支
配
者
イ
ギ

リ
ス
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
戦
争
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
が
第
二
次
大
戦
に
有
無
を
言
わ
さ
ず
参
戦
さ
せ
ら
れ
た
の
に
抗
議
し
て
、
国

民
会
議
派
の
州
内
閣
が
一
斉
に
辞
職
し
た
の
は
、
僅
か
二
年
余
り
前
の
一
九
三
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
に
、
ソ
連

型
の
「
焦
土
作
戦
」
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
本
国
政
府
の
方
針
は
、現
地
の
実
情
を
わ
き
ま
え
ぬ
無
謀
な
も
の
に
み
え
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
事
実
、
上
に
瞥
見
し
た
よ
う
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
住
民
の
大
規
模
な
脱
出
が
起
こ
り
は
じ
め
て
い
た
。
そ
れ
は
当
局
者
の
目
に

は
、
戦
争
反
対
の
無
言
の
意
思
表
示
に
見
え
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、「
焦
土
作
戦
」
を
強
行
す
れ
ば
、
大
混
乱
が
起
こ

る
の
が
必
至
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
も
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
般
住
民
の
無
言
の
抵
抗
ば
か
り
で
な
く
、
民
族
運
動
指
導
部
や

イ
ン
ド
人
資
本
家
か
ら
批
判
の
声
が
あ
が
り
、
そ
れ
は
勢
い
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
「
焦
土
作
戦
」
に
つ
い
て
イ
ン
ド
側
は
、
既
に
二
月
の
段
階
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
反
対
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
財
界
の
指

導
者
Ｐ
・
タ
ー
ク
ル
ダ
ー
ス
（

）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
三
月
八
日
、
イ
ン
ド
商
工
会
議
所
連
合
の
年
次

総
会
で
「
焦
土
作
戦
」
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
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「
焦
土
作
戦
が
ロ
シ
ア
で
実
行
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
彼
の
地
で
は
あ
ら
ゆ
る
工
場
は
国
家
の
所
有
で
あ
る
。
企
業
は
国

家
の
所
有
で
あ
る
。
国
家
が
工
場
を
取
り
壊
し
て
も
誰
に
も
損
害
を
与
え
る
訳
で
は
な
い
。
…
…
し
か
し
イ
ン
ド
で
は
国
家
は
こ
れ

﹇
統
制
﹈
を
つ
と
め
て
避
け
、
工
場
は
私
的
資
本
と
私
企
業
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
。
端
的
に
こ
う
申
し
上
げ
た
い
。
一
般
大
衆
と
上

流
階
級
が
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
工
場
が
焦
土
に
な
る
の
を
満
足
気
に
眺
め
る
だ
ろ
う
と
、
政
府
は
お
思
い
だ
ろ
（
65
）

う
か
」。

　

商
工
会
議
所
連
合
は
「
焦
土
作
戦
」
に
反
対
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
イ
ン
ド
総
督
に
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
の
書
簡
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
中
央
政
府
の
行
政
参
事
会
に
お
い
て
イ
ン
ド
人
メ
ン
バ
ー
﹇
の
数
﹈
が
十
分
で
な
く
、
イ
ン
ド
政
府
の
軍
事
中
枢
に
イ
ン
ド
人

が
完
全
に
欠
け
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
イ
ン
ド
と
ロ
シ
ア
そ
の
他
と
で
は
状
況
が
ま
っ
た
く
異
る
と
、
あ
り
の
ま
ま
に
申
し
上
げ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
（
66
）

あ
る
。
こ
の
書
簡
は
、
イ
ン
ド
の
民
意
を
代
表
し
な
い
政
府
が
、「
焦
土
作
戦
」
を
実
行

す
る
資
格
な
ど
な
い
と
指
摘
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
国
防
問
題
へ
の
イ
ン
ド
人
の
関
与
を
要
求
し
て
い
た
。
後
者
は
、
ク
リ
ッ
プ
ス
交
渉

の
焦
点
と
な
り
、
交
渉
決
裂
の
原
因
と
な
っ
た
、
行
政
参
事
会
の
国
防
メ
ン
バ
ー
を
イ
ン
ド
人
か
ら
選
任
す
る
問
題
を
、
先
取
り
す
る
も

の
と
言
え
よ
う
。

　

三
月
十
二
日
、
タ
ー
ク
ル
ダ
ー
ス
は
こ
の
書
簡
の
内
容
を
メ
モ
に
ま
と
め
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
送
っ
た
。
こ
の
メ
モ
で
は
、
上
記
の
点
を

よ
り
明
確
に
述
べ
る
と
と
も
に
、「
も
し
『
焦
土
作
戦
』
の
結
果
工
場
が
破
壊
さ
れ
、
も
し
枢
軸
国
が
勝
利
し
た
と
し
た
ら
、
イ
ン
ド
が

そ
の
工
場
を
再
建
す
る
の
に
非
常
に
長
い
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
破
壊
さ
れ
た
分
だ
け
、
外
国
お
そ
ら
く
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸

入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
（
67
）

い
た
。
イ
ン
ド
人
実
業
家
層
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
圧
倒
的
な
経
済
支
配
の
下
で
築
き
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上
げ
て
き
た
産
業
を
破
壊
さ
れ
る
の
に
、
強
く
抵
抗
し
て
い
た
。

　

三
月
二
二
日
、『
ハ
リ
ジ
ャ
ン
』
は
「
焦
土
作
戦
」
と
題
す
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
論
説
を
掲
載
（
68
）

し
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
ソ
連
の
焦
土

作
戦
は
驚
異
的
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
賞
賛
は
で
き
な
い
と
し
、
イ
ン
ド
で
焦
土
作
戦
を
実
施
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
次
の
よ
う
に

書
い
た
。

「
反
戦
主
義
者
と
し
て
の
私
に
は
答
え
は
一
つ
し
か
な
い
。
私
は
、
攻
撃
の
た
め
に
せ
よ
防
衛
の
た
め
に
せ
よ
、
生
命
や
財
産
を
破

壊
す
る
行
為
に
、
勇
気
も
犠
牲
的
精
神
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
私
は
、
敵
が

用
い
る
の
を
妨
げ
る
た
め
に
私
の
作
物
や
家
屋
敷
を
破
壊
す
る
よ
り
も
寧
ろ
、
そ
れ
ら
を
使
う
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
こ
と
を
選
ぶ
。

も
し
恐
怖
か
ら
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
何
者
で
あ
っ
て
も
敵
と
見
な
す
こ
と
を
拒
否
す
る
が
故
に
、
即
ち
、
人
道
的
な
動
機
か
ら

そ
う
す
る
の
な
ら
ば
、
作
物
や
家
屋
敷
を
使
わ
せ
て
お
く
こ
と
に
は
、
理
性
と
犠
牲
と
、
そ
う
し
て
勇
気
さ
え
が
あ
る
だ
ろ
う
。」

「
…
…
ロ
シ
ア
と
は
異
り
、
イ
ン
ド
の
大
衆
は
、
ロ
シ
ア
の
大
衆
が
発
達
さ
せ
て
き
た
よ
う
な
意
味
で
は
、
国
民
的
な
本
能
を
も
っ

て
い
な
い
。
イ
ン
ド
が
戦
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
の
征
服
者
が
戦
っ
て
い
る
の
だ
。
征
服
者
が
敗
れ
、
日
本
が
や
っ
て
来

た
と
し
て
み
よ
う
。
も
の
言
わ
ぬ
大
衆
は
、
当
面
の
間
あ
る
い
は
長
期
間
、
変
化
に
気
づ
き
さ
え
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
知
識
人
は
戦

争
問
題
に
関
し
て
分
裂
し
て
い
る
。
こ
こ
で
動
機
を
問
う
の
は
的
外
れ
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
兵
士
は
、い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
、

国
民
的
な
軍
隊
（

）
で
は
な
い
。
彼
ら
が
兵
士
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
職
業
だ
か
ら
だ
。
彼
ら
は
戦
う
こ
と
で

支
払
い
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、
日
本
の
下
で
あ
ろ
う
と
、
ど
こ
か
他
の
国
の
下
で
あ
ろ
う
と
、
喜
ん
で
戦
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
下
で
焦
土
作
戦
と
い
う
政
策
を
と
れ
ば
、
そ
れ
は
全
然
弁
明
の
余
地
の
な
い
行
為
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」
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ガ
ン
デ
ィ
ー
の
論
説
の
前
半
部
分
か
ら
、非
暴
力
の
教
義
を
取
り
去
り
、「
作
物
や
家
屋
敷
」を「
工
場
」と
読
み
替
え
れ
ば
、タ
ー
ル
ク
ダ
ー

ス
の
主
張
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
に
な
る
。
後
半
部
分
は
論
理
に
飛
躍
が
あ
っ
て
読
み
取
り
に
く
い
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
も
、
世
界
大
戦
が
征
服

者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
で
あ
る
以
上
、「
焦
土
作
戦
」は
許
容
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

イ
ン
ド
兵
へ
の
言
及
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ン
ド
将
兵
の
日
本
軍
（
Ｆ
機
関
）
へ
の
引
き
渡
し
（
二
月
十
七
日
）
と
、
イ
ン
ド

国
民
軍
の
発
足
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
軍
の
兵
士
は
募
兵
制
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
て
お
り
、
民
族
主
義
者
か
ら
見
れ

ば
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
の
傭
兵
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
治
安
維
持
の
た
め
に
国
内
に
向
け
ら
れ
た
武
力
と
し
て
の
性
格

を
強
く
も
っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
、イ
ン
ド
国
民
軍
を
ま
っ
た
く
信
用
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

な
お
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
二
月
二
二
日
、
社
会
主
義
者
の
ラ
ー
ム
・
マ
ノ
ー
ハ
ル
・
ロ
ー
ヒ
ア
ー
か
ら
、
カ
ル
カ
ッ
タ
や
ボ
ン
ベ
イ
を

「
無
防
備
都
市
」（

）
と
宣
言
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
提
案
を
受
け
て
（
69
）

い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、

ロ
ー
ヒ
ア
ー
に
カ
ル
カ
ッ
タ
と
ボ
ン
ベ
イ
で
実
業
家
に
会
い
、「
焦
土
作
戦
」
に
つ
い
て
意
見
を
徴
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
敵
に
作
物

や
家
屋
敷
を
使
う
ま
ま
に
さ
せ
て
お
く
と
い
う
箇
所
は
、
こ
の
「
無
防
備
都
市
」
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
系
の
新
聞
『
ス
テ
ー
ツ
マ
ン
』
は
、
タ
ー
ク
ル
ダ
ー
ス
の
発
言
は
「
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
あ
り
恥
ず
べ
き
も
の
」
だ
と
し
、「
と

う
と
う
財
産
の
防
衛
の
方
が
自
由
と
名
誉
を
守
る
こ
と
よ
り
も
重
要
に
な
っ
た
」
と
批
判
（
70
）

し
た
。
し
か
し
明
ら
か
に
劣
勢
で
あ
っ
た
。
イ
ン

ド
の
主
要
紙
は
「
焦
土
作
戦
」
に
反
対
す
る
論
陣
を
張
（
71
）

っ
た
。「
焦
土
作
戦
」
に
反
対
す
る
動
き
は
、
前
衛
ブ
ロ
（
72
）

ッ
ク
、
ボ
ン
ベ
イ

市
（
73
）

役
所
な
ど
国
民
会
議
派
の
外
に
も
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ン
ガ
ル
州
の
首
相
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
努
力
を
支
え
る
立

場
に
あ
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
政
治
家
フ
ォ
ズ
ル
ル
・
ハ
ッ
ク
（

）
も
、
政
府
部
内
で
「
拒
絶
作
戦
」
を
検
討
し
た
際
に
、
発
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電
所
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
が
破
壊
さ
れ
た
ら
、
向
こ
う
十
年
に
わ
た
っ
て
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
「
文
明
的
な
生
活
」
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

だ
ろ
う
と
、
懸
念
を
表
明
し
て
（
74
）

い
た
。

　
「
焦
土
作
戦
」
か
ら
「
拒
絶
作
戦
」
へ
の
切
り
替
え
は
、
以
上
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
反
対
論
に
譲
歩
し
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
争
努
力
は
、
イ
ン
ド
の
工
業
と
農
業
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
、
特
に
実
業
家
層
を
敵
に
回

し
た
ら
、
ア
ジ
ア
で
戦
争
を
継
続
で
き
な
く
な
る
現
実
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
「
焦
土
作
戦
」
反
対
論
は
、
迫
っ
て
く
る
日
本
軍
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
者
の
態
度
決
定
と
、
ど

の
よ
う
に
連
関
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
「
イ
ン
ド
を
立
ち
去
れ
（
ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
）」
運
動
ま
で

の
政
治
プ
ロ
セ
ス
は
き
わ
め
て
複
雑
で
、
簡
単
に
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
日
本
の
問
題
に
関
す
る
限
り
、
国
民
会
議
派
が

ア
ラ
ハ
ー
バ
ー
ド
で
開
い
た
全
国
委
員
会
（
及
び
運
営
委
員
会
）（
一
九
四
二
年
四
月
二
七
日
〜
五
月
一
日
）
に
お
け
る
討
議
が
重
要
だ

と
思
わ
（
75
）

れ
る
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
起
草
し
た
決
議
案
に
、
ネ
ル
ー
が
断
固
反
対
し
て
葬
り
去
る
と
い
う
波
瀾
が
あ
っ

た
。
ネ
ル
ー
が
ナ
チ
ズ
ム
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
闘
う
意
義
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
決
議
案
は
、
日
本
と
交
渉
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
決
議
案
の
主
要
部
分
を
抜
粋
（
76
）

す
る
。

「
会
議
派
全
国
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
を
防
衛
で
き
な
い
と
考
え
る
。」

「
日
本
が
争
っ
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
と
で
は
な
い
。
日
本
は
英
帝
国
に
対
し
て
戦
争
を
し
て
い
る
の
だ
。
イ
ン
ド
の
参
戦
は
イ
ン
ド

人
民
の
代
表
の
同
意
な
し
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
純
粋
に
イ
ギ
リ
ス
の
行
為
で
あ
っ
た
。
も
し
イ
ン
ド
が
解
放
さ
れ
た

な
ら
ば
、
イ
ン
ド
が
最
初
に
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
日
本
と
交
渉
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
か
ら
引
き
揚
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げ
た
ら
、
万
一
日
本
あ
る
い
は
他
の
侵
略
国
が
イ
ン
ド
を
攻
撃
し
た
と
し
て
も
、
イ
ン
ド
は
自
ら
を
防
衛
で
き
る
と
、
会
議
派
は
考

え
る
。

　

そ
れ
故
、
全
国
委
員
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
か
ら
引
き
揚
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。」

「
こ
れ
ら
全
て
の
理
由
か
ら
、
全
国
委
員
会
は
イ
ギ
リ
ス
に
訴
え
る
。
自
分
自
身
の
安
全
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
の
安
全
の
た
め
に
、

そ
し
て
世
界
平
和
の
大
義
の
た
め
に
、
た
と
え
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
全
て
の
領
土
を
放
棄
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
し
て
も
、
イ
ン

ド
を
支
配
す
る
こ
と
を
や
め
よ
。

　

本
委
員
会
は
日
本
政
府
と
人
民
に
、
イ
ン
ド
は
日
本
に
も
他
の
い
か
な
る
国
に
も
敵
意
を
抱
い
て
い
な
い
こ
と
を
保
証
し
た
い
。

イ
ン
ド
は
あ
ら
ゆ
る
外
国
支
配
か
ら
の
自
由
を
欲
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
委
員
会
は
、
自
由
へ
の
こ
の
闘
い
に
お
い
て
、
イ
ン

ド
は
万
人
か
ら
の
同
情
を
歓
迎
す
る
が
、
外
国
の
軍
事
援
助
は
必
要
と
し
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
非
暴
力
の
力
に

よ
っ
て
自
由
を
獲
得
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
維
持
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
委
員
会
は
、
日
本
が
イ
ン
ド
に
対
し
て
い
か
な

る
企
み
も
も
た
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
。
も
し
日
本
が
イ
ン
ド
を
攻
撃
し
た
場
合
、
…
…
会
議
派
の
指
導
を
仰
ぐ
も
の
は
誰
で
も
、

日
本
軍
に
対
し
て
完
全
な
非
暴
力
的
不
服
従
運
動
を
行
い
、
日
本
軍
に
い
か
な
る
助
力
も
し
な
い
よ
う
、
委
員
会
は
期
待
す
る
。
い

か
な
る
助
力
で
あ
ろ
う
と
、
侵
略
者
を
助
け
る
こ
と
が
、
侵
略
さ
れ
た
者
の
義
務
に
な
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
完
全

な
非
協
力
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
義
務
な
の
だ
。」

「
イ
ギ
リ
ス
軍
と
日
本
軍
が
戦
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
我
々
の
非
協
力
運
動
は
実
を
結
ば
ず
不
必
要
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、

イ
ギ
リ
ス
政
府
に
対
す
る
我
々
の
非
協
力
運
動
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
実
際
に
戦
っ
て
い
る
と
き
に
、
も
し
わ
れ
わ
れ

が
完
全
な
非
協
力
運
動
を
行
っ
た
と
し
ら
、
そ
れ
は
故
意
に
我
が
国
を
日
本
の
手
に
渡
す
の
に
等
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
、
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イ
ギ
リ
ス
軍
に
い
か
な
る
妨
害
も
し
な
い
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
、
日
本
に
対
す
る
我
々
の
非
協
力
を
は
っ
き
り
と
示
す
唯
一
の
方
法

と
な
ろ
う
。
我
々
は
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
を
積
極
的
に
助
け
る
こ
と
も
決
し
て
し
な
い
で
あ
ろ
う
。」

「
焦
土
作
戦
に
関
し
て
委
員
会
が
明
確
な
宣
言
を
す
る
必
要
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
非
暴
力
的
抵
抗
に
も
拘
ら
ず
、
国
土
の
一
部
で

も
日
本
の
手
に
落
ち
た
場
合
、
た
と
え
そ
れ
が
後
で
取
り
返
す
た
め
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
我
々
は
我
々

の
作
物
や
水
の
供
給
施
設
を
破
壊
し
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
軍
需
物
資
の
破
壊
は
別
問
題
で
あ
り
、
あ
る
状
況
の
下
で
は
軍
事
的

に
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
衆
の
所
有
で
あ
り
、
大
衆
に
有
用
で
あ
る
も
の
を
破
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
決

し
て
会
議
派
の
政
策
に
は
な
り
え
な
い
。

　

日
本
軍
に
対
す
る
非
協
力
は
比
較
的
少
数
の
者
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
完
全
で
純
粋
で
あ
る
な
ら
ば
成
功

す
る
に
間
違
い
な
い
が
、
自ス

ワ
ラ
ー
ジ治の

真
の
建
設
は
、
何
百
万
と
い
う
イ
ン
ド
の
人
々
が
全
霊
を
傾
け
て
、
建
設
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行

す
る
こ
と
に
存
す
る
。」

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
四
二
年
四
月
の
イ
ン
ド
の
軍
事
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
、
植
民
地
政
府
で
さ
え
、
日
本
軍
が
ベ
ン
ガ
ル
に

上
陸
作
戦
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
ギ
リ
ス
は

イ
ン
ド
を
防
衛
で
き
な
い
」
と
思
わ
れ
る
状
況
の
下
で
、
大
衆
は
逃
げ
ま
ど
い
、
イ
ン
ド
財
界
の
指
導
者
は
工
場
を
破
壊
か
ら
守
ろ
う

と
「
焦
土
作
戦
」
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
な
か
で
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は
、
独
立
を
要
求
し
つ
つ
も
、
限
定
的

な
非
協
力
運
動
以
上
の
こ
と
を
す
る
意
思
は
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
対
日
戦
を
妨
害
す
る
意
図
は
な
い
と
告
げ
、
他
方
、
日
本
に
対
し
て

は
、
イ
ン
ド
側
に
は
非
協
力
運
動
と
い
う
武
器
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
牽
制
し
な
が
ら
、
交
渉
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
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い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
緊
迫
し
た
情
勢
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
こ
の
ガ
ン
デ
ィ
ー
決
議
案
は
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
に
イ
ン
ド
か
ら
撤
退

さ
せ
（
＝
独
立
）、
次
に
日
本
と
交
渉
す
る
計
画
だ
と
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
側
に
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
っ
た
。
も
し
決
議
案
が
採

択
さ
れ
、
そ
う
い
う
解
釈
を
イ
ギ
リ
ス
側
が
公
的
に
採
用
し
た
場
合
、
決
議
案
を
入
手
し
て
極
秘
に
総
督
に
送
っ
た
連
合
州
知
事
が
そ
う

し
た
よ
う
に
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
「
第
五
列
の
売
国
奴
」
と
し
て
断
罪
さ
れ
た
か
も
し
れ
（
77
）

な
い
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
そ
う
し
た
危
険
な
綱
渡

り
を
敢
え
て
し
た
理
由
は
、「
焦
土
作
戦
」
の
と
こ
ろ
に
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
大
衆
の
所
有
で
あ
り
、
大
衆
に
有
用
で
あ
る

も
の
」、
つ
ま
り
広
い
意
味
で
イ
ン
ド
人
の
財
産
で
あ
る
も
の
を
、「
焦
土
作
戦
」
を
初
め
と
す
る
戦
争
の
破
壊
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
（
78
）

れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
四
二
年
四
月
、
確
か
に
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
年
来
の
主
張
を
枉
げ
て
、
日
本
に
対
し
て
柔
軟
な
態
度
を
示
（
79
）

し
た
。
し

か
し
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
日
本
に
有
利
な
軍
事
情
勢
と
、
日
本
軍
が
国
境
に
迫
っ
た
だ
け
で
大
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
国
内

の
状
況
と
を
考
え
、
戦
火
に
よ
る
犠
牲
と
損
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
日
本
と
の
交
渉
の
窓
口
を
開
い
て
お
く
と
い
う
以
上
の
こ
と
で

は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ぎ
り
ぎ
り
の
政
治
的
決
断
を
単
純
に
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
「
親
日
」
的
に
な
っ
た
と
捉
え
て
よ

い
か
大
い
に
疑
問
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
捉
え
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
、
太
平
洋
戦
争
期
に
イ
ン
ド
民
族
運
動
の
主
流
が
示
し
た
「
親
日
」

的
態
度
の
現
実
で
あ
り
限
度
で
あ
っ
た
こ
と
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。「
親
日
」
は
国
土
の
破
壊
（
＝
「
焦
土
作
戦
」）
を
食
い

止
め
る
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
が
実
際
に
イ
ン
ド
を
攻
撃
し
た
場
合
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
指
導
す
る
非
協
力
運
動

に
対
峙
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
（
80
）

あ
る
。

　

他
方
、
イ
ン
ド
に
攻
め
込
む
こ
と
が
危
険
な
賭
け
に
な
る
こ
と
を
、
日
本
が
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
初
め
、
日
本
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
を
勝
ち
進
ん
で
い
た
と
き
、
ド
イ
ツ
は
日
本
に
、「
自
由
イ
ン
ド
宣
言
」

― 178 ―

東
洋

化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
一
册



を
イ
タ
リ
ア
と
共
同
で
出
し
て
、
イ
ン
ド
独
立
を
支
援
す
る
提
案
を
し
た
が
、
日
本
側
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
日
本

が
挙
げ
た
理
由
の
中
に
、
国
民
会
議
派
が
中
国
を
支
持
し
、
反
日
的
で
あ
る
こ
と
、
イ
ン
ド
で
「
革
命
」
が
成
功
し
た
と
し
て
も
、
イ
ン

ド
が
混
乱
状
態
に
陥
り
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
手
に
落
ち
る
虞
れ
が
あ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
（
81
）

れ
る
。
こ
う
い
う
見
方
は
、
日

本
政
府
の
中
に
一
貫
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
、
四
二
年
八
月
に
南
方
軍
の
「
二
十
一
号
作
戦
」
を
事
実
上
却
下
し
た
時
、
大
本
営
が
第
一
に

挙
げ
た
理
由
は
、「﹇
作
戦
の
﹈
終
末
態
勢
ト
『
イ
ン
ド
』
民
衆
ノ
動
向
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
た
。「
終
末
態
勢
」
と
い
う
文
言
は
、

消
耗
戦
に
陥
る
危
険
を
指
し
て
い
た
。「『
イ
ン
ド
』
民
衆
ノ
動
向
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
本
営
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
（
82
）

い
る
。

「
又
「
イ
ン
ド
」
民
衆
ハ
元
来
反
「
ナ
チ
」、
反
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
」
ニ
シ
テ
民
主
的
傾
向
強
ク
日
本
ヲ
侵
略
国
視
シ
ア
リ

従
ツ
テ
我
カ
「
イ
ン
ド
」
進
攻
ハ
現
下
ノ
反
英
騒
擾
﹇
ク
イ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
運
動
を
さ
す
﹈
ヲ
急
速
ニ
英
印
妥
協
ニ
走
ラ
シ
メ

日
本
軍
ト
ノ
間
ニ
民
族
戦
的
事
態
ヲ
醸
成
ス
ル
ノ
危
険
モ
亦
ナ
シ
ト
セ
ス
」

　

こ
の
大
本
営
の
見
解
は
、
当
時
イ
ン
ド
工
作
を
担
っ
て
い
た
岩
畔
機
関
が
一
九
四
二
年
七
月
に
提
出
し
た
、
イ
ン
ド
の
「
民
心
動
向
」

に
関
す
る
極
秘
報
告
を
踏
ま
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
報
告
で
岩
畔
機
関
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
分
析
を
（
83
）

し
た
。

「
彼
等
ノ
対
日
観
念
ハ
恐
日
ナ
リ
威
武
ニ
服
ス
ト
言
フ
状
態
ニ
シ
テ
心
服
ニ
ハ
未
ダ
シ
ナ
リ
」

「
而
シ
テ
印
度
独
立
後
ニ
日
本
ハ
印
度
ニ
何
ヲ
要
求
ス
ル
カ
、
之
レ
彼
等
ノ
疑
問
ト
ス
ル
処
ニ
シ
テ
、
大
東
亜
共
栄
圏
ト
言
ヘ
ル
事

一
朝
ニ
シ
テ
彼
等
ニ
了
解
サ
レ
得
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
」
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「
独
立
ニ
対
シ
テ
ハ
皇
軍
ノ
援
助
ヲ
不
可
欠
ノ
モ
ノ
ト
シ
彼
等
モ
歓
迎
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
独
立
後
親
日
ヲ
維
持
ス
ル
カ

ハ
疑
問
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
現
在
ノ
状
態
ニ
テ
推
移
ス
ル
時
ハ
、
親
英
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
親
日
ナ
ラ
ズ
ト
言
フ
中
立
的
傾
向
ヲ
持

ツ
ナ
ラ
ン
ト
判
断
サ
ル
」

　

少
な
く
と
も
一
九
四
二
年
の
時
点
で
は
、
日
本
軍
の
中
枢
は
比
較
的
的
確
に
イ
ン
ド
内
部
の
状
況
を
把
握
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま

た
彼
ら
は
、
中
国
に
お
け
る
国
共
合
作
や
「
民
族
戦
的
事
態
」
か
ら
、
幾
ば
く
か
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
イ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
と
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
四
二
年
六
月
中
旬
に
、
そ
れ
ま
で
、
米
軍
の
イ

ン
ド
進
駐
に
反
対
と
い
う
意
味
で
、「
反
米
」
的
だ
っ
た
態
度
を
、「
親
米
」
に
変
え
た
と
さ
（
84
）

れ
る
。
そ
し
て
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、「
イ
ン

ド
を
立
ち
去
れ
（
ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
）
運
動
」（
四
二
年
八
月
）
に
向
け
た
国
際
的
な
政
治
工
作
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
を
通
じ
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
書
簡
と
伝
言
を
送
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
の
仲
介
を
要
請
（
85
）

し
た
。

こ
の
時
期
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
が
敗
北
し
、
軍
事
的
脅
威
が
遠
の
い
た
と
き
に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

姿
勢
を
変
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
理
由
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
太
平
洋
戦
争

の
戦
局
の
転
換
が
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
四
二
年
四
月
末
に
見
方
に
よ
っ
て
は
「
親
日
」
的
に
見
え
て
い
た
と
さ
れ
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
六
月
中
旬
に
は
「
親

米
」
的
に
見
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
実
は
「
親
日
」
で
も
「
親
米
」
で
も
な
く
、
本
稿
の
序
で
触
れ
た
、
独

立
運
動
の
国
際
環
境
の
多
極
化
に
い
ち
早
く
対
応
し
、
多
極
構
造
の
変
動
を
冷
静
に
見
つ
め
て
行
動
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
基
本
姿
勢
は
「
中
立
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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四
「
船
の
拒
絶
作
戦
」
と
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉

　
「
拒
絶
作
戦
」
は
、
本
国
政
府
の
指
示
と
イ
ン
ド
内
部
か
ら
の
強
い
抵
抗
と
の
板
挟
み
に
な
っ
た
イ
ン
ド
政
府
が
、
政
治
的
妥
協
と
し

て
捻
り
出
し
た
作
戦
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
拒
絶
作
戦
」
の
大
綱
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
抵
抗
が
続
く
の
は
避
け
が
た

く
、実
業
家
の
間
で
さ
え
、「
計
画
は
あ
る
程
度
ま
で
カ
ル
カ
ッ
タ
の
実
業
界
（
主
に
イ
ン
ド
人
）
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
実
業
家
の
協
力
は
初
め
は
動
き
が
鈍
か
っ
た
が
、
今
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
（
86
）

っ
た
。
生
産
設
備

等
の
取
り
壊
し
の
手
順
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
六
月
初
め
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
（
87
）

っ
た
。
そ
し
て
「
拒
絶
作
戦
」
は
、

日
本
軍
の
侵
攻
が
ア
キ
ャ
ブ
で
止
っ
た
た
め
に
、
実
際
に
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
終
わ
っ
た
。
生
産
設
備
（
プ
ラ
ン
ト
）
に

関
し
て
は
、
ご
く
小
部
分
が
転
用
さ
れ
た
り
移
転
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
に
す
ぎ
ず
、
ア
キ
ャ
ブ
に
い
ち
ば
ん
近
い
町
コ
ッ
ク
ス
・
バ
ザ
ー

ル
の
飛
行
場
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
除
（
88
）

け
ば
、
港
湾
の
封
鎖
と
破
壊
や
、
工
場
や
発
電
所
の
取
り
壊
し
と
い
っ
た
、
本
格
的
な
「
拒
絶
」

の
事
例
は
知
ら
れ
て
い
（
89
）

な
い
。
し
か
し
全
面
的
に
実
施
に
移
さ
れ
た
作
戦
計
画
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
軍
の
上
陸
作
戦
の

と
き
に
船
を
使
わ
せ
な
い
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、「
船
の
拒
絶
」（

）
と
呼
ば
れ
た
。「
船
の
拒
絶
」
は
、「
拒
絶
作
戦
」

の
計
画
の
片
隅
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、な
ぜ
こ
の
作
戦
計
画
だ
け
が
組
織
的
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
、
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
高
官
の
な
か
に
「
マ
ラ
ヤ
の
戦
闘
の
経
験
は
、
日ジ

ャ
ッ
プ
ス

本
人
が
浸
透
作
戦

に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
土
地
の
船
を
用
い
る
の
に
熟
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
」
な
ど
と
考
え
る
も
の
が
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
も
の

と
思
わ
（
90
）

れ
る
。「
船
の
拒
絶
作
戦
」
は
、
ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
の
人
々
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
ベ
ン
ガ
ル
大
飢
饉
の
主
要
原
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因
の
一
つ
に
な
っ
た
。

　

ベ
ン
ガ
ル
地
方
は
ガ
ン
ジ
ス
河
の
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
。
そ
こ
で
は
大
小
の
河
川
と
運
河
が
縦
横
に
通
じ
、
無
数
の
船
が
漁
や
物
資
の

輸
送
や
人
の
行
き
来
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ベ
ン
ガ
ル
湾
、あ
る
い
は
ガ
ン
ジ
ス
川
本
流
（
ポ
ッ
ダ
河
）、メ
グ
ナ
河
等
の
大
河
で
は
、

大
型
の
帆
船
に
よ
る
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
次
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
小
型
船
は
生
活
必
需
品
で
あ
（
91
）

っ
た
。

「
小
舟
、
サ
ン
パ
ン
（

板
）
そ
れ
か
ら
丸
木
舟
の
問
題
は
お
そ
ら
く
解
決
不
可
能
で
あ
る
。
敵
軍
に
そ
の
使
用
を
拒
否
し
よ
う
と

し
た
ら
、
す
べ
て
の
住
民
か
ら
通
常
の
交
通
手
段
を
奪
い
、
漁
民
や
舟
乗
り
な
ど
幾
千
と
い
う
人
々
か
ら
唯
一
の
生
活
手
段
を
奪
い
、

全
住
民
を
憤
ら
せ
不
満
を
植
え
付
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」

大
型
帆
船
を
使
っ
た
地
域
間
交
易
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
生
き
生
き
と
し
た
報
告
が
（
92
）

あ
る
。

「
一
年
の
こ
の
時
期
に
は
、
そ
れ
ら
﹇
遠
洋
航
海
用
の
大
型
の
サ
ン
パ
ン
﹈
は
、
一
度
に
二
百
艘
に
も
な
る
大
船
団
を
組
ん
で
、
ビ

ル
マ
か
ら
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
経
て
、
シ
ョ
ン
デ
ィ
プ
島
の
西
を
通
り
、
メ
グ
ナ
河
口
を
遡
り
、
ビ
ル
マ
米
を
東
ベ
ン
ガ
ル
の
河
川
シ
ス

テ
ム
の
全
て
の
主
な
船
着
き
場
に
運
ぶ
。」

　

日
本
軍
が
船
を
使
っ
た
上
陸
作
戦
を
行
う
の
を
封
じ
る
た
め
に
、
ベ
ン
ガ
ル
の
人
々
の
日
常
生
活
、
経
済
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
船
を
、
海
岸
線
に
近
い
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
作
戦
の
内
容
で
あ
っ
た
。「
船
の
拒
絶
作
戦
」
は
、
米
を
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拒
絶
す
る
（
93
）

と
か
、
自
転
車
を
拒
絶
す
る
と
か
、
自
動
車
を
拒
絶
す
る
と
か
、
牛
車
を
拒
絶
す
る
と
か
、
象
を
拒
絶
す
る
と
か
い
っ
た
副

次
的
な
作
戦
を
と
も
な
い
つ
つ
、
四
二
年
四
月
初
め
か
ら
試
み
は
じ
め
ら
れ
、
五
月
一
日
付
の
政
府
通
達
で
も
っ
て
本
格
化
し
、
四
三
年

一
月
十
四
日
に
事
実
上
中
止
さ
れ
、
四
三
年
四
月
二
二
日
に
一
部
を
除
き
正
式
に
解
除
さ
（
94
）

れ
た
。
四
三
年
六
月
に
な
る
と
、
ベ
ン
ガ
ル

州
政
府
は
政
策
を
逆
転
さ
せ
、
船
の
建
造
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
（
95
）

っ
た
。
飢
饉
が
猛
威
を
振
る
う
な
か
で
、
物
流
を
確
保
す
る
た
め
に

遅
れ
ば
せ
に
繰
り
出
し
た
弥
縫
策
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
軍
の
東
方
軍
と
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
は
、
四
二
年
三
月
五
日
と
一
八
日
に
合
同
会
議
を
開
き
、「
拒
絶
作
戦
」
に
つ
い
て
討
議
（
96
）

し
た
。

三
月
下
旬
、「
拒
絶
作
戦
」
の
具
体
的
内
容
が
、
東
方
軍
か
ら
各
県
に
伝
え
ら
（
97
）

れ
た
。
こ
の
時
ま
で
に
は
、
私
企
業
の
工
場
を
実
質
的

に
作
戦
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
説
明
で
は
、「
拒
絶
作
戦
」
を
全
面
的
に
実
行
に
移

す
の
は
、
日
本
が
ア
キ
ャ
ブ
ま
た
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
を
占
領
し
た
時
と
さ
れ
て
い
た
。
四
月
三
日
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
県
知
事
に
対
し
て
、
大

型
船
と
象
を
直
ち
に
県
の
南
部
か
ら
撤
去
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
、「
拒
絶
作
戦
」
の
試
行
が
始
ま
（
98
）

っ
た
。

　

四
月
下
旬
、
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
は
、
軍
の
指
示
（
自
転
車
、
大
型
船
、
原
動
機
付
き
交
通
手
段
の
撤
去
）
を
そ
の
ま
ま
実
行
に
移
す
の

は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
実
行
に
移
し
た
場
合
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
ノ
ア
カ
リ
、
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
、
ク
ル
ナ
、
テ
ィ
ッ
ペ
ラ
、
フ
ォ
リ

ド
プ
ル
、
二
四
パ
ル
ガ
ナ
、
ミ
ド
ナ
プ
ル
（
メ
デ
ィ
ニ
プ
ル
）
等
の
諸
県
で
、
経
済
・
交
易
・
行
政
の
完
全
な
混
乱
を
惹
き
起
こ
し
、
も
っ

と
も
重
要
な
米
作
地
帯
の
膨
大
な
人
口
を
移
動
不
可
能
に
し
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
米
そ
の
他
の
食
糧
の
供
給
を
相
当
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
警
告
し
た
。
政
治
的
に
は
、
海
岸
地
帯
で
深
刻
な
混
乱
が
生
じ
、
無
政
府
状
態
に
近
い
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
測

し
て
（
99
）

い
た
。
時
の
ベ
ン
ガ
ル
州
首
相
フ
ォ
ズ
ル
ル
・
ハ
ッ
ク
は
、
東
ベ
ン
ガ
ル
の
上
層
農
民
を
支
持
基
盤
に
し
、
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
県
の

ボ
リ
シ
ャ
ル
を
選
挙
区
と
す
る
大
衆
政
治
家
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
戦
況
は
切
迫
し
て
い
た
。
五
月
一
日
、ベ
ン
ガ
ル
政
府
は「
船

の
拒
絶
作
戦
」
を
実
施
す
る
よ
う
ベ
ン
ガ
ル
湾
沿
岸
諸
県
の
知
事
に
指

示
（
100
）

し
た
。
そ
の
三
日
後
、
日
本
軍
が
ア
キ
ャ
ブ
を
占
領
し
た
。

　

五
月
一
日
の
通
達
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
の
海
岸
線
か
ら
二
〇
マ
イ
ル
内

陸
部
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
「
拒
絶
ラ
イ
ン
」
を
引
き
、
こ
の
ラ
イ
ン
よ

り
海
岸
よ
り
に
あ
る
地
域
を
「
拒
絶
地
帯
」
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

た
（
地
（
101
）

図
２
）。
そ
し
て
、
全
て
の
汽
船
、
汽ラ

ン
チ艇

及
び
船ボ

ー
ト

を
拒
絶
ラ

イ
ン
の
北
側
に
撤
去
し
、
い
か
な
る
汽
船
、
汽ラ

ン
チ艇
あ
る
い
は
船ボ

ー
トも
拒
絶

ラ
イ
ン
の
南
側
に
入
っ
た
り
、
残
留
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
船ボ

ー
トで
撤
去
す
る
の
は
、
登
録
す
る
の
を
義
務
づ
け

ら
れ
た
十
人
乗
り
以
上
の
大
型
船
（
例
え
ば
商
品
輸
送
用
の
貨
物
船
）
の

全
て
と
さ
れ
、
小
型
船
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
生
存
に
不
可
欠
と
考
え
ら

れ
る
数
に
限
っ
て
、
拒
絶
地
帯
の
中
に
残
す
こ
と
が
許
さ
（
102
）

れ
た1

。
ま
た

「
船
の
拒
絶
」
と
あ
わ
せ
て
、
余
剰
食
糧
、
自
動
車
及
び
自
転
車
を
撤

去
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
通
達
は
、
命
令
を
受
け
て
か
ら
一
四
日

以
内
に
、
最
大
限
可
能
な
数
の
船
を
撤
去
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

他
方
で
は
、
住
民
か
ら
強
い
反
発
が
出
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
プ
ロ
パ

凡例
Ⅰ　メディニプル（ミドナプル）県
Ⅱ　ハオラ（ハウラ）県
Ⅲ　24パルガナ県
Ⅳ　クルナ県
Ⅴ　フォリドプル（ファリドプル）県
Ⅵ　バコルゴンジ（バカルガンジ）県
Ⅶ　ダカ（ダッカ）県
Ⅷ　ティッペラ（トリプラ）県
Ⅸ　ノアカリ県
Ⅹ　チョットグラム（チッタゴン）県
ⅩⅠ　ボルドマン（ブルドワン）県
ⅩⅡ　ジョショル（ジェソール）県
ⅩⅢ ラジシャヒ県
ⅩⅣ　ボグラ県Ⅳ
ⅩⅤ　モイモンシン（マイメイシン）県Ⅴ

拒絶地帯拒絶ライン

ベ ン ガ ル 湾

チッタゴン

コックスバザール

アキャブ

ションディブ島

ア　ッ　サ　ム

ブラフマプトラ河
ビ　

ハ　

ー　

ル

オ　

リ　

ッ　

サ

ガンジス河
メグナ河

ビ 

ル 

マ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

ⅩⅣ

ⅩⅢ

ⅩⅡⅩⅠ

ⅩⅤ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

ダッカ

ハウラ

28

929088

26

24

22

フェニ

カルカッタ

地図２　ベンガルにおける拒絶作戦
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ガ
ン
ダ
活
動
に
よ
っ
て
戦
争
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
し
、
同
時
に
、
補
償
金
の
支
払
い
を
定
め
て
も
い
た
。

　

こ
の
通
達
を
実
施
す
る
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
り
、
二
週
間
で
は
と
う
て
い
終
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
（
103
）

れ
る1

。
し
か
し
全
体

と
し
て
は
容
赦
な
く
計
画
が
進
め
（
104
）

ら
れ11

、
表
３
と
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
六
六
、五
六
三
隻
の
船
が
政
府
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
内
実
際
に
撤

去
さ
れ
た
も
の
は
二
八
、四
〇
九
隻
に
の
ぼ
っ
た
。
支
払
わ
れ
た
補
償
金
の
総
額
は
八
四
九
万
ル
ピ
ー
で
あ
（
105
）

っ
た
。
船
は
、
拒
絶
ラ
イ
ン
の

北
側
に
設
け
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
受
入
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
た
。
二
つ
の
表
を
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
撤
去
さ
れ
た
船
の
大

部
分
は
、
十
人
乗
り
以
上
の
貨
物
船
や
漁
船
の
大
型
船
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
船
の
拒
絶
作
戦
」
の
影
響
を
受
け
た
住
民
は
膨
大
な

数
に
達
し
た
。
あ
る
推
定
に
よ
れ
ば
、
百
十
万
家
族
近
く
が
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
（
106
）

い
る
。
な
お
、
受
入
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ

た
船
の
一
部
は
、
政
府
と
軍
が
徴
用
（
107
）

し
た
。

　
「
焦
土
作
戦
」
に
反
対
し
た
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、「
拒
絶
作
戦
」
に
も
深
い
関
心
を
示
し
た
。
四
二
年
六
月
、
彼
は
「
特
使
」
を
ベ
ン
ガ
ル
、
ア
ッ

サ
ム
及
び
オ
リ
ッ
サ
に
派
遣
し
、
実
情
を
調
査
さ
（
108
）

せ
た
。
オ
リ
ッ
サ
州
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
側
近
の
ミ
ー
ラ
・
ベ
ー
ン
（

）

で
あ
っ
た
。
彼
女
は
調
査
を
す
る
傍
ら
演
説
を
し
て
各
地
を
回
り
、
日
本
の
オ
リ
ッ
サ
侵
攻
が
大
い
に
あ
り
得
る
と
説
明
し
た
と
報
告
さ

れ
て
（
109
）

い
る
。
彼
女
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
直
ち
に
イ
ン
ド
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
を
要
求
し
、
各
地
域
に
会
議
派
の
防
衛
組
織
を
作
り
、「
拒

絶
作
戦
」
に
断
固
抗
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
彼
女
の
中
で
は
、
反
英
独
立
の
要
求
と
日
本
軍
へ
の
抵
抗
が
一
つ
に
結
合
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
イ
ン
ド
政
府
は
、
会
議
派
が
イ
ン
ド
の
防
衛
を
妨
害
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
か
と
警
戒
（
110
）

し
た
。
リ
ン
リ

ス
ゴ
ウ
総
督
は
一
時
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
独
立
と
い
う
一
般
的
な
問
題
で
は
な
く
、「
拒
絶
作
戦
」
と
い
う
特
殊
問
題
で
大
き
な
運
動
を
組

織
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
か
と
疑
（
111
）

っ
た
。
し
か
し
結
局
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
「
特
使
」
た
ち
は
、
オ
リ
ッ
サ
で
も
ベ
ン
ガ
ル
で
も
大
き
な

支
持
は
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
八
月
初
め
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
を
初
め
と
す
る
会
議
派
の
指
導
部
は
、「
イ

― 185 ―

日
本
軍
の
南
方
作
戦
と
イ
ン
ド



表３：船の拒絶作戦の概要（１）：受入数と補償金額

受入所名 受入数 補償金額（ルピー） 日　付

Ranichak 1,898 7,01,902 43年４月24日

Parashuram 2,513 8,36,160 43年４月３日

Santipur 170 1,91,809 43年３月27日

Nazirhat &
Rangunia 3,082 8,36,159 43年３月27日

Bongaon 2,178 3,29,005 43年３月20日

Palong 6,978 19,06,766 43年３月20日

Peali 579 1,33,600 43年１月16日

Dandkandi 7,899 31,19,500 42年12月26日

Gouripore 2,523 1,14,875 42年９月５日

Gopalgunj 589 3,16,715 42年７月25日

合計 28,409 84,86,491

（出所）‘Statement showing the Number of Country Boats at the Various Reception Stations
in Pursuance of the Denial Policy’, File W-100/44, Home（Poll）Confl ., WBSA.

表４：船の拒絶作戦の概要（２）：10人乗り以上の船の登録数（1942年11月末）

拒絶地帯で登録された10人乗り以上の船の総数 66,563

その内―

ⅰ 軍に徴用されたもの 1,613

ⅱ 破壊されたもの 3,373

ⅲ 沈められたが再使用可能なもの 4,143

ⅳ 受入センターに運ばれたもの 17,546

ⅴ 他の地域で使用するために撤去されたもの 19,471

ⅵ 拒絶地帯に残っているもの 20,417

（出所）Famine Inquiry Commission, , p.26.
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ン
ド
を
立
ち
去
れ
（
ク
ィ
ッ
ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
）
運
動
」
の
弾
圧
で
ほ
と
ん
ど
全
員
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ミ
ー
ラ
・
ベ
ー
ン
が
ガ
ン

デ
ィ
ー
の
意
向
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
、
リ
ン
リ
ス
ゴ
ウ
が
疑
っ
た
よ
う
に
、「
拒
絶
作
戦
」
反
対
運
動
と
日
本

軍
の
侵
攻
に
対
す
る
抵
抗
運
動
を
同
時
に
組
織
し
、
そ
れ
を
反
英
独
立
運
動
に
結
合
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の

試
み
は
、
民
衆
か
ら
の
鈍
い
反
応
と
政
府
の
苛
烈
な
弾
圧
と
い
う
二
つ
の
壁
に
阻
ま
れ
て
潰
え
た
。

　
「
船
の
拒
絶
作
戦
」
は
、
地
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
問
題
を
惹
き
起
こ
し
た
。
州
政
府
は
容
赦
な
く
船
の
撤
去
を
進
め
る
一
方
で
、

問
題
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
一
九
四
二
年
六
月
に
は
早
く
も
、「
船
の
拒
絶
作
戦
」
の
民
政
サ
イ
ド
の
実
施
責
任
者
ピ
ン
ネ
ル
（

）
が
、
州
政
府
の
閣
議
に
、「
い
く
つ
か
の
地
域
の
状
況
の
改
善
策
」
に
関
す
る
報
告
を
提
出
さ
せ
ら
れ
て
（
112
）

い
る
。

　

問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
一
つ
の
焦
点
は
補
償
問
題
で
あ
っ
た
。
四
二
年
七
〜
八
月
、
ア
キ
ャ
ブ
型
の
海
上
用
貨
物
船
の
所
有
者
が

困
窮
し
、
政
府
に
財
政
援
助
を
求
め
る
事
件
が
あ
（
113
）

っ
た
。
大
型
の
海
洋
船
に
乗
り
込
ん
で
い
る
船
乗
り
は
同
時
に
商
人
で
も
あ
り
、
積

荷
の
売
買
も
自
分
で
行
っ
て
い
た
（
114
）

か
ら
、
彼
ら
は
「
拒
絶
作
戦
」
か
ら
か
な
り
大
き
な
損
害
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
損
害
を
補
償
す
る
作
業
は
立
ち
後
れ
て
い
た
。
一
九
四
二
年
の
九
月
末
に
は
、
東
ベ
ン
ガ
ル
の
テ
ィ
ッ
ペ
ラ
県
と
ノ
ア
カ
リ
県
で
、
補

償
金
が
ま
っ
た
く
支
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
る
み
に
出
て
（
115
）

い
る
。

　

次
に
、
撤
去
し
た
船
の
管
理
の
問
題
が
あ
っ
た
。
管
理
の
実
情
が
い
か
に
お
粗
末
で
あ
っ
た
か
は
、
ボ
ン
ガ
オ
ン
受
入
所
で
受
け
入
れ

た
二
、一
六
三
隻
の
内
、
実
際
に
浮
ん
で
い
る
の
は
五
〇
〇
隻
に
す
ぎ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
（
116
）

き
る
。
飢

饉
が
始
ま
る
と
、上
述
の
よ
う
に
、政
府
は
船
の
建
造
計
画
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
る
が
、そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
主
な
理
由
は
、

撤
去
し
た
船
の
保
存
・
管
理
状
態
が
非
常
に
悪
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民
の
中
で
も
っ
と
も
深
刻
な
打
撃
を
受
け
た
の
は
漁
民
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
漁
を
す
る
た
め
の
船
を
奪
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、「
拒
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絶
地
帯
」
に
立
ち
入
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
漁
場
も
失
っ
て
い
た
。
前
線
に
近
く
、
全
県
が
「
拒
絶
地
帯
」
に
指
定
さ
れ
た
チ
ッ
タ
ゴ
ン

の
状
況
が
い
ち
ば
ん
深
刻
だ
っ
た
よ
う
で
、
四
二
年
八
月
に
は
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
漁
民
が
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
を
横
切
っ
て
、
二
四
パ
ル
ガ
ナ

県
南
部
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ボ
ン
地
域
の
「
拒
絶
地
帯
」
に
、軍
の
監
視
の
目
を
か
す
め
て
入
り
、漁
を
す
る
と
い
う
驚
く
べ
き
事
件
が
起
こ
っ

て
（
117
）

い
る
。

　

さ
ら
に
、漁
民
の
問
題
と
並
ん
で
、刈
分
小
作
人
、農
業
労
働
者
等
の
下
層
農
民
の
問
題
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、会
議
派
が
、「
拒
絶
地
帯
」

で
は
刈
り
入
れ
な
ど
許
可
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
宣
伝
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
労
働
者
が
刈
り
入
れ
に
出
る
の
を
た
め
ら
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
が
（
118
）

あ
る
。
東
ベ
ン
ガ
ル
の
穀
倉
地
帯
で
は
、
刈
り
入
れ
の
時
期
に
は
大
量
の
農
業
労
働
者
と
出
稼
ぎ
農
民
が
雇
用
さ
れ
た
。
船
と
い

う
交
通
手
段
を
奪
わ
れ
る
と
、
会
議
派
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
な
く
て
も
、
彼
ら
は
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
ず
、
重
要
な
収
入
の
道
を
断
た
れ
て

し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
デ
ル
タ
地
帯
の
河
川
に
は
「
チ
ョ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
無
数
の
中
洲
が
あ
っ
て
、
刈
分
小
作
人
等
に
よ
る
米

作
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
は
非
常
に
多
く
、「
チ
ョ
ル
」
に
彼
ら
を
運
ぶ
の
に
船
団
が
組
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
（
119
）

っ
た
。
ま

た
同
時
に
、「
チ
ョ
ル
」
に
孤
立
し
て
生
活
し
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
刈
分
小
作
人
等
も
い
て
、
彼
ら
に
は
生
活
必
需
品
を
定
期
的
に

供
給
す
る
必
要
が
あ
（
120
）

っ
た
。「
船
の
拒
絶
作
戦
」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
下
層
農
民
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
の
手
段
が
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
農
村
部
の
住
民
全
体
の
生
活
を
脅
か
し
た
問
題
と
し
て
、
物
流
が
滞
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
、
生
活
必
需
品
の
欠
乏
と
物
価

上
昇
が
あ
っ
た
。
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
県
の
知
事
ベ
ル
（

）
が
船
の
撤
去
を
進
め
な
が
ら
つ
け
た
日
記
に
は
、「
船
の
命
令
が
来
て

以
来
、
商
品
の
新
た
な
供
給
が
な
い
」、「
布
が
手
に
入
ら
な
い
」、「
灯
油
の
値
段
が
上
が
っ
た
」
と
い
っ
た
住
民
の
生
の
声
が
記
録
さ
れ

て
（
121
）

い
る
。
あ
る
郡
長
は
ベ
ル
に
、
灯
油
、
塩
、
か
ら
し
油
、
唐
辛
子
、
タ
マ
ネ
ギ
、
布
が
不
足
し
、
米
を
売
り
さ
ば
け
な
く
な
っ
て
い
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る
と
語
り
、
定
期
市
場
で
騒
擾
が
起
こ
る
虞
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
拒
絶
作
戦
」
が
深
刻
な
状
況
を
つ
く
り
だ
す
な
か
で
、
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
は
、
一
九
四
二
年
八
月
以
降
、「
拒
絶
作

戦
」
を
緩
和
す
る
方
針
に
転
換
す
る
。

　

ま
ず
八
月
に
、「
拒
絶
地
帯
」
に
立
ち
入
る
た
め
の
許
可
証
を
発
行
し
、
許
可
証
の
あ
る
漁
船
に
は
漁
を
認
め
る
制
度
が
、
ク
ル
ナ
、

二
四
パ
ル
ガ
ナ
、
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
の
三
県
で
導
入
さ
（
122
）

れ
た1

。
そ
し
て
九
月
に
は
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
地
方
で
全
般
的
に
「
拒
絶
作
戦
」
を
緩

和
す
る
議
論
が
始
ま
り
、
県
内
で
漁
を
す
る
こ
と
を
自
由
化
す
る
検
討
が
始
ま
（
123
）

っ
た
。
し
か
し
、
漁
民
が
下
層
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
許
可
制
度
が
ど
れ
だ
け
漁
民
の
困
難
を
軽
減
す
る
の
に
効
果
を
上
げ
た
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
す
る
う
ち
に
、
ベ
ン
ガ
ル
の
主
要
作
物
で
あ
る
ア
モ
ン
稲
の
収
穫
期
（
十
二
月
〜
）
が
近
づ
き
、
西
ベ
ン
ガ
ル
の
作
柄
が
悪
い
と

い
う
予
測
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
西
ベ
ン
ガ
ル
の
米
作
地
ボ
ル
ド
マ
ン
で
は
、
四
二
年
十
一
月
一
八
日
に
一
モ
ン
当
た
り
七
・
五
ル
ピ
ー
、

平
年
の
お
よ
そ
二
倍
に
達
し
て
い
た
米
価
が
、
十
二
月
七
日
に
は
一
四
ル
ピ
ー
に
ま
で
跳
ね
上
が
（
124
）

っ
た
。
飢
饉
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

た
。

　

他
方
、「
拒
絶
地
帯
」、
特
に
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
、
ク
ル
ナ
、
二
四
パ
ル
ガ
ナ
の
諸
県
は
ベ
ン
ガ
ル
の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
毎
年
大
量
の
余

剰
米
を
他
県
に
移
出
し
て
い
た
。
米
価
が
急
騰
す
る
な
か
で
、「
船
の
拒
絶
作
戦
」
の
た
め
に
収
穫
さ
れ
た
米
を
輸
送
す
る
の
が
妨
げ
ら

れ
た
場
合
、
深
刻
な
米
不
足
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
十
一
月
十
八
日
、
取
り
あ
え
ず
、「
拒
絶
地
帯
」
に
入
る
の
を
許
可
す
る

船
の
数
を
増
や
し
、
そ
の
期
間
も
十
二
月
か
ら
二
月
の
三
ヵ
月
と
す
る
措
置
が
取
ら
（
125
）

れ
た1

。
十
二
月
末
、
政
府
部
内
か
ら
、「
西
ベ
ン

ガ
ル
に
お
け
る
不
作
で
崩
れ
た
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
た
め
に
、
拒
絶
作
戦
を
実
質
的
に
廃
止
す
る
」
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
言
が

あ
（
126
）

っ
た
。
四
三
年
一
月
、
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
県
が
「
拒
絶
作
戦
」
の
放
棄
を
提
言
し
て
き
た
。
バ
コ
ル
ゴ
ン
ジ
県
は
ベ
ン
ガ
ル
随
一
の
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米
作
地
帯
で
あ
（
127
）

っ
た
。
こ
の
提
言
の
直
後
（
一
月
十
四
日
）、
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
は
軍
と
協
議
の
上
、
政
府
指
定
商
人
、
真
正
の
米
商
人
、

地
代
徴
収
人
及
び
真
正
の
商
人
の
船
の
「
拒
絶
地
帯
」
へ
の
立
ち
入
り
制
限
を
事
実
上
撤
廃
す
る
緊
急
措
置
を
取
（
128
）

っ
た
。
こ
の
緊
急
措

置
で
も
っ
て
、ベ
ン
ガ
ル
の
農
村
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
「
拒
絶
作
戦
」
は
、事
実
上
中
止
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。「
拒
絶
地
帯
」

へ
の
立
ち
入
り
に
は
ま
だ
許
可
証
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
制
限
も
四
三
年
四
月
に
は
撤
廃
さ
（
129
）

れ
た1

。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、「
拒
絶
作
戦
」
が
縮
小
か
ら
中
止
へ
と
向
か
っ
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
、
こ
の
作
戦
の
対
象
と
な
っ
た
日
本

軍
が
ベ
ン
ガ
ル
地
方
へ
攻
勢
を
か
け
て
き
た
。
モ
ン
ス
ー
ン
が
明
け
た
十
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
東
部
イ
ン
ド
へ
の
航
空
進
攻

作
戦
を
実
施
し
た
の
で
（
130
）

あ
る
。
十
月
に
は
ア
ッ
サ
ム
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
十
二
〜
一
月
に
は
カ
ル
カ
ッ
タ
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
、
フ
ェ
ニ
及
び

ア
ッ
サ
ム
に
空
襲
が
あ
っ
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
十
二
月
二
〇
、二
二
、二
三
、二
四
、二
八
日
に
空
襲
が
あ
っ
た
。
飢
饉
調
査
委
員
会
の
報

告
書
は
、
そ
の
結
果
、
か
な
り
の
数
の
穀
物
商
店
が
店
を
閉
め
、
市
内
の
食
糧
供
給
を
混
乱
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
（
131
）

い
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ

空
襲
の
報
を
聞
く
と
、
メ
デ
ィ
ニ
プ
ル
県
で
は
コ
ロ
グ
プ
ル
駅
に
乗
客
が
殺
到
し
、
十
二
月
二
四
〜
三
〇
日
の
間
に
十
一
の
特
別
列
車
で

一
万
四
千
人
が
避
難
す
る
事
態
に
な
（
132
）

っ
た
。
こ
の
時
期
の
日
本
軍
の
攻
勢
は
、
高
ま
っ
て
く
る
イ
ン
ド
側
か
ら
の
軍
事
圧
力
を
牽
制
す

る
防
衛
的
色
彩
の
濃
い
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
飢
饉
の
瀬
戸
際
に
立
つ
ベ
ン
ガ
ル
社
会
を
、
一
層
混
乱
さ
せ
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、
こ
の
作
戦
に
つ
い
て
、「
皇
軍
航
空
部
隊
の
空
襲
は
一
見
、
印
度
民
衆
の
苦

難
を
一
層
増
大
せ
し
め
る
か
に
見
え
る
が
、
爆
弾
の
雨
の
中
に
、
皇
軍
の
印
度
独
立
運
動
に
対
す
る
無
限
の
慈
愛
と
支
援
が
含
蓄
さ
れ
て

い
る
」
と
書
い
て
（
133
）

い
た
。
ま
こ
と
に
「
含
蓄
」
の
深
い
論
評
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
四
三
〜
四
四
年
の
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
は
、
二
十
世
紀
最
大
の
飢
饉
の
一
つ
に
数
え
ら
（
134
）

れ
る1

。
犠
牲
者
は
普
通
三
百
万
人
と
さ
れ
て

い
る
が
、
政
府
に
任
命
さ
れ
た
調
査
委
員
会
は
、
百
万
人
か
ら
二
百
万
人
と
推
定
し
て
（
135
）

い
る
。
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ベ
ン
ガ
ル
で
は
一
九
四
二
年
半
ば
か
ら
穀
物
価
格
が
急
速
に
上
昇
し
始
め
、
一
九
四
三
年
初
め
に
は
地
方
官
が
飢
饉
の
兆
候
を
は
っ
き

り
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
東
ベ
ン
ガ
ル
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
県
と
ノ
ア
カ
リ
県
で
大
量
の
死
者

が
出
た
の
を
皮
切
り
に
、
飢
饉
は
全
ベ
ン
ガ
ル
に
拡
大
し
、
十
二
月
に
死
者
数
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
十
二
月
に
ベ
ン
ガ
ル
の
主
要
作
物

で
あ
る
ア
モ
ン
稲
の
収
穫
が
始
ま
り
、
食
糧
事
情
が
好
転
し
た
後
も
、
四
四
年
の
一
年
間
を
通
じ
て
、
マ
ラ
リ
ア
、
天
然
痘
及
び
コ
レ
ラ

に
よ
る
病
死
者
が
無
数
に
出
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
飢
饉
は
単
な
る
食
糧
不
足
だ
け
で
発
生
す
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
の
要
因
が
絡
ん
で
起
こ
る
複
雑
な
社
会
現
象

で
（
136
）

あ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
の
場
合
も
、
四
二
年
の
米
の
作
柄
が
平
年
よ
り
悪
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
決
定
的
な
原
因

だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
飢
饉
調
査
委
員
会
が
飢
饉
を
惹
き
起
こ
し
た
主
要
な
要
因
と
し
て
重
視
し
て
検
討
し
た
の
は
、
次
の

六
項
目
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
侵
略
＝
「
拒
絶
作
戦
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
（
137
）

よ
う
。

（
Ａ
）
日
本
軍
の
侵
略
の
脅
威
（「
拒
絶
作
戦
」）

（
Ｂ
）
物
価
上
昇
と
価
格
統
制
の
失
敗

（
Ｃ
）
カ
ル
カ
ッ
タ
の
流
通
・
配
給
シ
ス
テ
ム
の
混
乱

（
Ｄ
）
小
麦
の
不
足

（
Ｅ
）
ア
モ
ン
米
の
不
作

（
Ｆ
）
一
九
四
二
年
末
の
米
市
場
の
状
況
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「
拒
絶
作
戦
」
を
主
導
し
た
イ
ン
ド
軍
は
、「
二
七
、〇
〇
〇
隻
も
の
船
を
ベ
ン
ガ
ル
の
海
岸
地
方
か
ら
撤
去
し
た
こ
と
が
、
当
該
地
域

の
経
済
生
活
を
混
乱
さ
せ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
結
果
、
深
刻
な
困
窮
が
起
こ
っ
た
と
い
う
徴
候
は
な
に
も
な
い
」
と
し
て
、「
拒
絶

作
戦
」
が
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
を
否
定
（
138
）

し
た
。
し
か
し
こ
の
イ
ン
ド
軍
の
公
式
見
解
に
対
し
て
は
、
ベ
ン
ガ

ル
州
政
府
の
側
か
ら
異
例
と
も
言
え
る
強
い
批
判
が
あ
（
139
）

っ
た
。
飢
饉
調
査
委
員
会
の
報
告
書
は
、
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
の
見
解
を
ほ
ぼ
踏

襲
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
（
140
）

い
る
。

「
…
…
地
方
官
の
報
告
に
よ
れ
ば
、﹇
拒
絶
作
戦
の
た
め
に
﹈
耕
作
面
積
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
米
の
移

動
が
妨
げ
ら
れ
た
程
度
に
関
し
て
は
、
推
定
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。﹇
し
か
し
﹈
明
ら
か
に
、
非
常
に
多
数
の
船
が
撤
去
さ
れ

た
こ
と
が―

―

一
九
四
三
年
四
月
一
日
に
﹇
船
の
﹈
受
入
地
域
に
は
ま
だ
一
六
、六
五
五
隻
の
船
が
あ
っ
た―

―

、
拒
絶
地
帯
か
ら

の
食
糧
穀
物
の
移
動
を
相
当
に
制
限
す
る
効
果
を
持
っ
た
に
違
い
な
い
。

…
…
も
し
一
九
四
二
年
に
受
入
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た
船
が
使
用
可
能
な
状
態
に
維
持
さ
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
ら
の
船
は
一
九
四
三

年
の
困
難
な
時
期
に
、
拒
絶
地
帯
か
ら
食
糧
穀
物
を
移
動
す
る
の
に
使
え
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
漁
民
は
船
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
飢
饉
の
期
間
に
ひ
ど
く
苦
し
ん
だ
。
受
入
セ
ン
タ
ー
か
ら
彼
ら
に
船
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
飢
饉
か

ら
よ
り
小
さ
な
影
響
を
受
け
、
彼
ら
の
死
者
の
数
は
少
な
く
て
済
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
…
…
」

　
「
拒
絶
作
戦
」
は
米
不
足
の
地
域
と
「
拒
絶
地
帯
」
＝
米
の
余
剰
地
域
と
を
結
ぶ
流
通
機
構
に
致
命
的
な
打
撃
を
加
え
、
ベ
ン
ガ
ル
飢

饉
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
漁
民
等
の
ベ
ン
ガ
ル
の
下
層
民
の
生
活
基
盤
を
破
壊
し
、
彼
ら
を
死
に
追
い
や
っ
た
こ

― 192 ―

東
洋

化
硏
究
所
紀
要　

第
百
五
十
一
册



と
も
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
日
本
軍
の
南
方
作
戦
が
イ
ン
ド
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
際
、

日
本
が
掲
げ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
戦
争
目
的
と
の
関
連
で
„
外
部
“
か
ら
イ
ン
ド
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
社
会
の
„
内
部
“
に

入
っ
て
、
戦
争
の
影
響
を
具
体
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
初
歩
的
な
作
業
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

　

第
一
。
日
本
軍
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
に
イ
ン
ド
軍
が
採
っ
た
「
拒
絶
作
戦
」
と
い
う
戦
法
は
、
三
百
万
人
の
餓
死
者
と
病
死
者
を
出
し

た
と
さ
れ
る
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
日
本
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
拒
絶
作
戦
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
遂
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
軍
が

直
接
手
を
下
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
と
は
関
係
の
な
い
太
平
洋
戦
争
を
起
こ
し
た
国
と
し
て
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
と
と

も
に
、
応
分
の
責
任
を
負
う
べ
き
立
場
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
太
平
洋
戦
争
期
に
発
生
し
た
飢
饉
と
し
て
は
、
ベ
ン

ガ
ル
飢
饉
は
ベ
ト
ナ
ム
の
飢
饉
（
一
九
四
五
年
）
と
並
ぶ
重
要
な
も
の
で
（
141
）

あ
る
。

　

第
二
。
イ
ン
ド
で
一
九
四
一
年
十
二
月
以
降
数
ヶ
月
の
間
続
い
た
状
況
は
、
臨
戦
態
勢
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
実

際
の
戦
闘
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、「
焦
土
作
戦
」
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
、
防
空
体
制
が
整
え
ら
れ
、
数
十
万
人
も
の
市

民
が
避
難
し
、
戦
力
の
増
強
が
全
速
力
で
進
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
側
で
は
、
南
ア
ジ
ア
研
究
者
も
含
め
、
イ
ン
ド
で
戦
争
に
準
じ
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る
緊
迫
し
た
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
軍
の
侵
攻
が
ア
キ
ャ
ブ
と
ア
ン
ダ
マ

ン
諸
島
で
止
ま
っ
た
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
イ
ン
ド
は
基
本
的
に
太
平
洋
戦
争
の
影
響
を
免
れ
た
と
結
論
し
て
済
ま
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
七
〇
歳
以
上
の
ベ
ン
ガ
ル
人
に
と
っ
て
は
、
本
稿
で
概
略
を
記
し
た
出
来
事
の
多
く
は
自
ら
体
験
し
た
も
の
で
あ
り
、
常
識

中
の
常
識
に
属
す
る
。太
平
洋
戦
争
が
イ
ン
ド
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、日
本
と
イ
ン
ド
の
間
に
こ
の
よ
う
に
大
き
な
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。
本
稿
が
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
。
日
本
軍
が
迫
っ
て
き
た
と
き
、
イ
ン
ド
国
内
で
そ
れ
を
歓
迎
す
る
よ
う
な
動
き
は
、
一
部
（
前
衛
ブ
ロ
ッ
ク
の
コ
ア
な
支
持
者

や
フ
ァ
シ
ス
ト
等
）
を
除
き
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
に
好
意
的
な
気
分
が
広
く
見
ら
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
漠

然
と
し
た
気
分
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
い
ざ
戦
争
が
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
問
題
と
し
て
身
近
に
迫
る
と
、
話
は
別
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
大
部
分
の
イ
ン
ド
の
人
々
は
、
戦
火
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
真
っ
先
に
選
ん
だ
。
そ
う
し
た
混
乱
の
中
で
、
イ
ン
ド
を
日
本
軍
の
侵

攻
か
ら
防
衛
す
る
た
め
の
委
員
会
等
が
、
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た
例
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
イ
ン
ド
人
実
業

家
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
強
力
な
経
済
的
支
配
の
下
で
築
き
上
げ
て
き
た
産
業
を
破
壊
す
る
こ
と
に
強
く
抵
抗
し
た
こ
と
も
、
記
憶
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド
に
と
っ
て
、
第
二
次
大
戦
が
イ
ギ
リ
ス
の
戦
争
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
太
平
洋
戦
争
は
日
本
の
戦
争
で
あ
っ
て
、
自

分
た
ち
の
戦
争
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
こ
う
い
う
世
論
を
的
確
に
捉
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
が

一
時
期
日
本
に
柔
軟
な
態
度
を
示
し
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、そ
れ
は
戦
火
に
よ
る
国
土
の
破
壊
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
親
日
」
的
に
な
っ
た
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
。
本
稿
は
出
来
事
の
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
テ
ィ
ブ
な
記
述
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
に
、
太
平
洋
戦
争
の
イ
ン
ド
社
会
へ
の
影
響
を
系
統

立
て
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
戦
争
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
イ
ン
ド
の
社
会
機
構
に
よ
っ
て
複
雑
に
媒
介
さ
れ
屈
折
さ
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せ
ら
れ
な
が
ら
、
底
辺
層
を
含
め
社
会
の
広
い
層
に
及
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、
民
族
運
動
指
導
部
の
意
思
決
定
や
イ
ン
ド
人
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ

リ
ー
ト
の
経
済
戦
略
か
ら
一
般
民
衆
の
基
本
的
な
気
分
に
い
た
る
ま
で
、
広
範
な
影
響
を
イ
ン
ド
社
会
の
深
部
に
与
え
た
こ
と
を
、
示
唆

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
（
142
）

思
う
。

　

第
五
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
イ
ン
ド
„
内
部
“
の
状
況
に
照
ら
し
て
み
た
と
き
、
日
本
の
支
持
を
受
け
た
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー

ス
、
ス
バ
ス
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
及
び
イ
ン
ド
国
民
軍
の
„
外
部
“
に
お
け
る
活
動
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で

は
不
十
分
な
が
ら
、
日
本
の
大
東
亜
共
栄
圏
＝
ア
ジ
ア
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
、
そ
し
て
、
そ
の
大
枠
の
中
で
動
い
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
・

ボ
ー
ス
等
の
活
動
が
、
イ
ン
ド
社
会
と
の
接
点
を
持
て
ず
に
、
空
回
り
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
イ

ン
ド
で
行
わ
れ
て
き
た
イ
ン
ド
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
活
動
は
周
辺
的
な
出
来
事
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
敢
え
て
日
本
に
引
き
つ
け
て
、
強
引
に
拡
大
解
釈
す
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
辺
的
な
出
来
事
は
周
辺
的
な
出

来
事
と
し
て
、
本
来
あ
る
べ
き
場
所
に
戻
し
て
研
究
す
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

＊　

本
稿
は
、
一
般
の
読
者
向
き
に
書
い
た
旧
稿
「『
拒
絶
作
戦
』
の
話―

日
本
の
南
進
と
イ
ン
ド―

」（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
ア
ジ

ア
を
知
れ
ば
世
界
が
見
え
る
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
を
全
面
的
に
改
稿
し
、
一
部
に
あ
っ
た
誤
り
を
正
し
、
注
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１

唯
一
の
例
外
は
桑
島
昭
氏
の
仕
事
で
あ
る
（
桑
島
昭
「
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
（
一
九
四
三
年
）―

イ
ン
ド
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
と
反
フ
ァ
シ
ズ

ム―

」『
歴
史
学
研
究
』
四
四
六
（
一
九
七
七
年
））。
た
だ
し
筆
者
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
捉
え
方
や
、
一
九
四
〇
年
代
の
イ
ン
ド
共
産
党
の

政
治
路
線
の
解
釈
や
、
当
時
の
ベ
ン
ガ
ル
農
村
社
会
の
分
析
を
、
桑
島
氏
と
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
明
確
に
し
て
お
き
た
い

と
思
う
。
例
え
ば
、
筆
者
は
最
近
、
イ
ン
ド
共
産
党
が
パ
キ
ス
タ
ン
建
国
を
支
持
す
る
所
謂
「
多
民
族
論
」
か
ら
、
イ
ン
ド
の
統
一
を
重
視
す
る
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路
線
へ
と
無
原
則
に
転
換
し
た
こ
と
が
、
分
離
独
立
前
後
の
大
衆
運
動
に
混
乱
を
惹
き
起
こ
し
、
コ
ミ
ュ
ナ
ル
暴
動
の
伏
線
の
一
つ
に
な
っ
た
こ

と
を
論
じ
た
（

1946’

6

1‒ 3
2006

）。

２

長
崎
暢
子
編
『
南
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
と
日
本
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、一
九
八
〇
年
）、同
『
イ
ン
ド
独
立―

逆
光
の
中
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー

ス―

』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
）、
丸
山
静
雄
『
イ
ン
ド
国
民
軍―

も
う
一
つ
の
太
平
洋
戦
争―

』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
）、
長

崎
暢
子
「
ラ
ー
シ
ュ
・
ビ
ハ
ー
リ
ー
・
ボ
ー
ス
考
」
田
中
宏
編
『
日
本
軍
政
と
ア
ジ
ア
の
民
族
運
動
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）、
中

島
岳
志
『
中
村
屋
の
ボ
ー
ス―
イ
ン
ド
独
立
運
動
と
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義―

』（
白
水
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
Ｒ
・
Ｍ
・
プ
ラ
タ
ー
プ

と
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義―

反
植
民
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
世
界
連
邦
・
日
本
帝
国
主
義―

」『
国
際
政
治
』
一
四
六
（
二
〇
〇
六
年
）
等
。
な
お
、

の
ベ
ン
ガ
ル
語
の
発
音
は
シ
ュ
バ
シ
ュ
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
ボ
シ
ュ
、

は
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
シ
ュ

で
あ
る
。
ま
た
、
外
務
省
外
交
史
料
館
及
び
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所
蔵
の
公
文
書
が
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
、
研
究
が
非
常
に
や
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

３　

倉
沢
愛
子
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
日
本
占
領
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）。

４　

元
南
機
関
員
高
橋
八
郎
氏
の
回
想
録
は
、
最
も
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
内
省
の
記
録
で
あ
る
。
高
橋
氏
は
回
想
録
を
、
一
九
四
六
年
三
月
末
、
イ

ン
ド
の
ビ
ー
カ
ー
ネ
ー
ル
の
収
容
所
に
い
た
と
き
に
書
き
始
め
、
四
月
末
に
完
成
し
た
。
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
本
文
に
依
り
ビ

ル
マ
独
立
に
心
命
を
懸
け
ら
れ
た
方
々
や
ビ
ル
マ
で
非
常
な
御
苦
労
さ
れ
た
ビ
ル
マ
派
遣
軍
将
兵
、
特
に
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
、
更
に
出
来

得
れ
ば
言
論
統
制
の
為
ビ
ル
マ
情
報
を
殆
ど
知
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
内
地
の
人
々
に
、
一
人
で
も
多
く
事
の
真
相
を
知
っ
て
戴
け
れ
ば
こ
の
上
も
な

い
幸
と
考
え
筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。」
末
尾
に
は
次
の
言
葉
が
置
か
れ
て
い
る
。「
現
在
戦
争
は
日
本
の
敗
戦
に
終
り
、
再
び
日
本
が
武
力
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に
訴
え
る
事
は
な
く
な
り
、
新
時
代
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
、
過
去
の
事
は
無
用
に
思
え
る
が
一
応
検
討
を
加
え
、
反
省
の
資
料
と
し
て
将
来
何
か
の

参
考
と
成
れ
ば
幸
で
あ
り
ま
す
」（
高
橋
八
郎
「
親
日
ビ
ル
マ
か
ら
抗
日
ビ
ル
マ
へ
」『
鹿
児
島
大
学
史
録
』
一
〇
（
一
九
七
七
年
））。
な
お
、
敗
戦

後
イ
ン
ド
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
日
本
人
捕
虜
に
つ
い
て
は
何
も
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

５

1979
104‒ 132

1942
1

1960
593

と
省
略

3

97

ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
六
）
は
、
国
防
次
官
補
（
一
九
三
七
〜
四
〇
）
や
国
防
長
官
（
一
九
四
九

〜
五
〇
）
を
歴
任
し
た
民
主
党
の
大
物
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
技
術
使
節
団
の
派
遣
や
武
器
貸
与
法
の
発
動
が
、
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
に
と
っ

て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
ア
メ
リ
カ
技
術
使
節
団
（
一
九
四
二
年
）
に
つ

い
て―

第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
印
英
米
関
係
の
一
側
面―

」
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
編
『
ア
ジ
ア
学
の
将
来
像
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６

そ
の
結
果
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と
イ
ン
ド
国
民
軍
が
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
の
な
か
で
果
た
し
た
役
割
を
、
過
大
評
価
す
る
誤
り
に
陥
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
の
運
動
は
、
補
完
的
に
イ
ン
ド
の
独
立
を
支
え
た
と
い
う
長
崎
暢
子
氏
の
見
解
は
、
そ
の

一
例
で
あ
る
（
長
崎
『
イ
ン
ド
独
立
』
二
四
五
頁
）。
長
崎
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
、
何
故
か
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と

イ
ン
ド
国
民
軍
だ
け
を
重
視
す
る
。
な
お
、
近
年
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と
イ
ン
ド
国
民
軍
の
研
究
と
し
て
は
、1990

1990
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1993

が
あ
る
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
岩
波
講
座　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
』
も
、
イ
ン
ド
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
、
長
崎
氏
の
見
解
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
倉
沢
愛
子
「
二
〇
世
紀
ア
ジ
ア
の
戦
争―

帝
国
と
脱
植
民
地
化―

」
倉

沢
愛
子
他
編
『
岩
波
講
座

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
１

な
ぜ
、い
ま
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
』（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
五
年
）
二
一
一
〜
二
一
四
頁
）。

７

た
だ
し
、
筆
者
は
ア
ジ
ア
主
義
全
体
に
否
定
的
な
わ
け
で
は
な
い
。
自
由
民
権
期
に
始
ま
る
ア
ジ
ア
主
義
は
、
や
が
て
思
想
的
活
力
を
失
い
、
大

東
亜
共
栄
圏
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
竹
内
好
の
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
を
藉
り
れ
ば
、

「『
大
東
亜
共
栄
圏
』
は
ア
ジ
ア
主
義
も
ふ
く
め
て
、
一
切
の
『
思
想
』
を
圧
殺
し
た
上
に
成
り
立
っ
た
擬
似
思
想
だ
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
」、「
大

道
す
た
れ
て
仁
義
あ
り
で
、
ア
ジ
ア
主
義
ほ
ろ
び
て
ア
ジ
ア
主
義
を
称
す
る
議
論
が
横
行
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
竹
内
好
「
ア
ジ
ア
主
義
の

展
望
」
同
編
『
ア
ジ
ア
主
義
』
現
代
日
本
思
想
体
系
９
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
、
一
四
〜
一
五
頁
。
こ
の
論
文
は
、『
日
本
と
ア
ジ
ア

竹
内
好

評
論
集

第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
）
に
収
録
さ
れ
た
と
き
に
、「
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
」
と
改
題
さ
れ
た
）。

８

1940
5
4261

﹇

と
省
略
﹈

1945

17
5
4269

と
省
略

b

９　

1942
1
842

10

ス
テ
ィ
ヴ
ン
ソ
ン
の
挙
げ
た
兵
力
数
は
公
式
の
統
計
と
ず
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
国
内
の
兵
力
は
、
一
九
三
九
年
十
月
、
一
七
万
、四
〇
年
一
月
、
十
八
万
、四
一
年
一
月
、
三
二
万
、四
二
年
一
月
、
五
九
万
、四
三
年
一
月
、

一
三
〇
万
、四
四
年
一
月
、
一
六
六
万
、四
五
年
一
月
、
一
八
六
万
と
な
っ
て
い
る
（

2

）。
こ
の
他
に
イ
ン
ド
は
、
二
〜

三
〇
万
の
将
兵
を
海
外
に
派
遣
し
て
い
た
。

11

﹇

と
省
略
﹈

3424
29

1940
1
530
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12
1936

1
293

13
15451

30
1941

1
424

14

19825
4

1941
1
513

8
1941

1
513

も
見
よ
。

15

18
1
1242

16

17
1942

1
1242

17

10

1942
3

18

140
145

19

日
独
と
英
米
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
戦
略
の
中
で
、
イ
ン
ド
洋
を
ど
う
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

1981
4

1‒ 2

に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

20

126

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
『
蘭
印
・
ベ
ン
ガ
ル
湾
方
面
海
軍
進
攻
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
）
六
二
二
〜

六
七
六
頁
、『
ビ
ル
マ
攻
略
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）
第
六
章
。
こ
の
時
、
オ
リ
ッ
サ
の
プ
リ
ー
の
沖
合
を
航
行
中
の
五
〜
六
隻
の

商
船
隊
が
二
隻
の
日
本
の
軍
艦
に
沈
め
ら
れ
、
五
百
人
の
船
員
が
救
助
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
（

1807

8
1942

147
42

﹇

と
省
略
﹈

﹇

と
省
略
﹈）。

21

例
外
と
し
て
、
五
月
八
日
と
九
日
に
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
飛
行
場
が
爆
撃
さ
れ
た
事
件
が
あ
る
（

1942
5
149

）﹇
以
下
、

1
1942

の
よ
う
に
略
記
﹈。
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22

第
二
次
大
戦
期
の
日
本
の
イ
ン
ド
政
策
は
、
外
務
省
、
内
閣
、
大
本
営
、
現
地
の
諜
報
機
関
（
Ｆ
機
関
、
岩
畔
機
関
、
光
機
関
）、
総
力
戦
研
究
所
、

右
翼
等
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
枠
組
み
を
分
析
し
た
レ
ブ
ラ
は
、「
イ
ン
ド
は
、（
１
）
大
東
亜
共
栄
圏
と
、（
２
）
戦
争
の
主
要
作
戦
と
い
う

二
つ
の
観
点
か
ら
し
て
、
日
本
に
と
っ
て
は
外
延
的
な
関
心
の
対
象
に
留
ま
っ
た
」
と
結
論
し
て
い
る
（
ジ
ョ
イ
ス
・
Ｃ
・
レ
ブ
ラ
『
チ
ャ
ン
ド
ラ
・

ボ
ー
ス
と
日
本
』（
原
書
房
、
一
九
六
八
年
）
八
〇
頁
）。
他
方
、
イ
ン
ド
は
日
本
と
ド
イ
ツ
の
間
に
位
置
し
て
い
た
の
で
、
日
独
ど
ち
ら
の
勢
力
圏

に
入
る
か
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
日
本
政
府
は
ド
イ
ツ
政
府
と
政
策
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
を
日
本
に

引
き
渡
す
こ
と
に
決
め
る
ま
で
、
イ
ン
ド
戦
略
を
め
ぐ
っ
て
日
独
間
に
微
妙
な
綱
引
き
が
あ
り
、
日
本
政
府
だ
け
で
踏
み
込
ん
だ
政
策
を
決
め
ら
れ

な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、ハ
ウ
ナ
ー
が
詳
し
い
（

4

）。
要
す
る
に
、事
態
は
、

イ
ン
ド
工
作
に
直
接
関
っ
た
当
事
者
が
回
想
し
て
い
る
ほ
ど
単
純
で
も
な
く
、
感
動
的
な
物
語
で
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
代
表
的
な
回
想
記
と

し
て
、藤
原
岩
市
『
Ｆ
機
関
』（
原
書
房
、一
九
六
六
年
）
と
国
塚
一
乗
『
印
度
洋
に
か
か
る
虹―

日
本
兵
士
の
栄
光―

』（
光
文
社
、一
九
五
八
年
）

が
あ
る
。
ま
た
、
岩
畔
参
謀
長
追
悼
録
編
纂
委
員
会
『
軍
参
謀
長
岩
畔
豪
雄
』（
一
九
七
二
年
）
も
参
照
）。

な
お
、日
本
で
は
中
島
岳
志
氏
が
最
近
イ
ン
ド
国
民
軍
に
つ
い
て
分
析
し
た（『
中
村
屋
の
ボ
ー
ス
』第
六
章
）。
し
か
し
そ
れ
は
、ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・

ボ
ー
ス
の
立
場
か
ら
の
分
析
に
終
始
し
て
い
て
、
伝
記
と
い
う
研
究
の
性
格
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
疑
問
が
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え

ば
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
東
京
に
来
た
と
き
に
、「
Ｒ
・
Ｂ
・
ボ
ー
ス
は
、
イ
ン
ド
国
民
軍
を
イ
ギ
リ
ス
と
戦
闘
を
交
え
る
軍
隊
と
は
捉
え
て
お

ら
ず
、
イ
ン
ド
国
内
の
独
立
運
動
の
指
導
者
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
訓
練
を
続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
自
論
を
説
い
た
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
は
こ

の
話
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
。
し
か
し
、そ
の
顔
は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
表
情
だ
っ
た
…
…
」（
三
一
九
頁
）
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、

日
本
に
帰
化
し
、
イ
ン
ド
国
民
軍
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
軍
部
の
方
針
を
体
現
し
て
動
く
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
と
、

武
力
に
よ
る
独
立
運
動
路
線
を
選
び
、
し
た
が
っ
て
イ
ン
ド
国
民
軍
を
独
立
闘
争
の
た
め
の
軍
事
組
織
と
位
置
づ
け
る
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
及
び

彼
を
支
持
す
る
イ
ン
ド
人
と
の
間
に
、
根
本
的
な
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
島
氏
は
こ
の
対
立
を
掘
り
下
げ
て
分
析
せ

ず
、
そ
の
た
め
に
、
日
本
の
傀
儡
と
見
な
さ
れ
て
孤
立
し
て
い
た
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
の
位
置
が
、
一
向
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
結
果
に
な
っ
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て
い
る
。
イ
ン
ド
国
民
軍
の
初
代
の
司
令
官
に
就
任
し
た
が
、
イ
ン
ド
国
民
軍
の
自
立
性
を
主
張
し
て
、
日
本
の
軍
部
（
岩
畔
機
関
）
及
び
ラ
シ
ュ
・

ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
と
厳
し
く
対
立
し
、
結
局
、
軍
に
拘
禁
さ
れ
て
し
ま
っ
た
モ
ー
ハ
ン
・
ス
ィ
ン
（

日
本
の
史
料
で
は
普
通
「
モ

ン
シ
ン
」
と
記
さ
れ
る
）
は
、
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

「
我
々
が
な
ぜ
、
誰
も
信
用
し
な
か
っ
た
あ
の
よ
う
な
無
能
な
男
、
日
本
の
傀
儡
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
男
を
、
議
長
に
選
ん
だ
の
か
知
り
た

が
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
全
く
弁
明
の
余
地
の
な
い
歴
史
的
な
失
策
だ
っ
た
。
我
々
は
彼
の
影
響
力
が
イ
ン
ド
の
利
益
に
な
る
と
の
印

象
を
も
っ
て
い
た
﹇
こ
の
文
は
完
全
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
意
を
翻
訳
し
た
﹈。
し
か
し
同
時
に
我
々
は
、
彼
が
実
行
評
議
会
の
議
長
と
し

て
い
か
な
る
力
も
持
た
な
い
よ
う
に
、
念
に
は
念
を
入
れ
た
。
彼
は
我
々
の
傀
儡
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
我
々
が
全
員
辞
任
し
た
と
き
、

彼
は
あ
る
種
の
法
的
な
条
項
を
利
用
し
、
自
分
が
「
実
行
評
議
会
の
た
だ
一
人
の
生
き
残
り
で
あ
る
」
と
宣
言
し
て
、
日
本
の
銃
剣
の
力
を
借

り
て
独
裁
的
な
役
割
を
掌
握
し
た
。」

1941
1942

2004
284

モ
ー
ハ
ン
・
ス
ィ
ン
の
や
り
方
に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
日
本
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
批
判
か
ら
目
を
背
け
ず
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
研
究
を
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ

リ
・
ボ
ー
ス
の
言
う
こ
と
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
モ
ー
ハ
ン
・
ス
ィ
ン
が
拘
束
さ
れ
た
教
訓
に
学
び
、
軍
部
と
の
対
立
を
慎

重
に
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
挿
話
は
、
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
が
い
か
に
信
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
を
示

す
も
の
と
し
て
も
読
め
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
モ
ー
ハ
ン
・
ス
ィ
ン
解
任
事
件
に
つ
い
て
は
、
レ
ブ
ラ
が
既
に
詳
し
い
分
析
を
し
て
い
る
（
レ
ブ
ラ

『
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
』
一
〇
〇
〜
一
二
三
頁
）。
ま
た
、
陸
軍
が
起
こ
し
た
こ
の
事
件
を
、
外
務
省
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
は
、「
第
二
次

世
界
大
戦
中
ニ
於
ケ
ル
我
印
度
施
策
経
緯
」（

02032938000

、
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件
／
印
度
問
題
（

7
0

）
外
務
省
外
交
史
料

館

は
、
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
史
料
の
整
理
番
号
で
あ
る
）
か
ら
窺
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わ
れ
る
。
こ
の
文
書
で
は
、モ
ー
ハ
ン
・
ス
ィ
ン
は
「
武
断
的
」
傾
向
を
示
し
た
た
め
に
嫌
わ
れ
、ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
は
「
日
本
の
『
ロ
ボ
ッ

ト
』」
と
し
て
反
感
を
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

23

レ
ブ
ラ
『
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
』
七
九
頁
。

24

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦―

ビ
ル
マ
の
防
衛―

』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）
第
二
編
、
第
一
章
。
こ
の
方
針
が

変
更
さ
れ
た
の
は
、
日
本
が
軍
事
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
（
四
四
年
三
月
）
と
い
う
無
謀
な
賭
け
に
出
た
と
き
で
あ
っ
た
。

25

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
『
ビ
ル
マ
・
蘭
印
方
面
第
三
航
空
軍
の
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）
第
二
編
、
第
一
章
。
こ
の
航
空
進
攻

作
戦
は
四
二
年
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
実
行
に
移
さ
れ
た
（
後
述
）。

26

な
お
、
一
九
四
二
年
一
〜
二
月
に
、
ア
マ
ル
・
ス
ィ
ン
（

）
と
い
う
人
物
が
イ
ン
ド
政
府
情
報
部
の
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
ア
マ

ル
・
ス
ィ
ン
は
滞
日
経
験
が
長
く
、
対
日
協
力
者
と
し
て
拘
留
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
、
松
岡
洋
右
等
の
外
務
省
筋
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
大
東
亜

共
栄
圏
に
は
イ
ン
ド
は
含
ま
れ
ず
、
日
本
陸
軍
が
支
配
下
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
中
国
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
海
峡
植
民
地
及
び
ビ
ル
マ
だ

と
供
述
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
マ
ル
・
ス
ィ
ン
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
が
、
そ
れ
を
信
用
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ア
マ
ル
・
ス
ィ
ン

は
、
一
九
二
四
年
に
タ
ゴ
ー
ル
が
来
日
し
た
折
に
、
通
訳
兼
ガ
イ
ド
を
務
め
た
。
ラ
シ
ュ
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
と
も
関
係
が
あ
り
、
ボ
ー
ス
に
つ
い

て
、
イ
ン
ド
に
い
た
方
が
イ
ン
ド
の
た
め
に
活
動
で
き
る
だ
ろ
う
と
助
言
し
た
が
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ボ
ー
ス
が
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
プ
ラ

タ
ー
プ（

）の
金
を
使
い
込
ん
で
い
た
た
め
に
、プ
ラ
タ
ー
プ
と
関
係
が
悪
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
供
述
し
て
い
る
。（

44
27
44

）

27

13
3
42

3
2
27

28

6
1942

30
268
42

1‒ 89

﹇

と
省
略
﹈

﹇

と
省
略
﹈

29

―
388
42
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30
149
42

6
1942

3
2
27

な
ど
。

31
1942

1
1942

8

21
17
7
50

な
お
、
上
ビ
ル
マ
か
ら
パ
ン
サ
ウ

峠
を
越
え
て
、
ア
ッ
サ
ム
北
東
部
の
レ
ド

に
出
る
ル
ー
ト
も
あ
っ

た

Sum
m
er, 1942’ ,

, 30(1943)

。
こ
の
点
は
詹
彩
鳳
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

32

15
1
45

﹇

と
省
略
﹈

32611
12
13

1942
268
42

1‒ 89

33

67
42

9
1942

3
2
27

404
9

1942
3
2
27

34

439
42

445
42

444
42

448
42

743
42

な
お
、
デ
リ
ー
の
疎
開
も
検
討
さ
れ
て
い
た

と
い
う
（

﹇
以
下
、

1
1942

の
よ

う
に
略
記
﹈

21
1942

5
149

。

35

138
42
208
42

な
ど
。

36

1942
345
42

31
3
42

77
42

1945
64
45

64
45
2

市
民
防
衛
隊
の
数
は
、
四
一
年
十
二
月
に
二
百
人
弱
、
四
五
年
前
半
で
八
千
人
弱
で
あ
っ
た
。
開
戦
直

後
に
は
関
心
が
高
か
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
隊
員
の
三
分
の
一
程
度
し
か
訓
練
等
に
参
加
を
確
保
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
た
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
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市
民
防
衛
隊
も
国
土
防
衛
隊
も
、
隊
員
の
質
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

37
392

41
14

1942
145
42

38

1
1942

25
1942

5
149

39

22
1942

431
42

40

1942
77
42

3

41

748
42

42

20
1942

114
42

388
42

43

ま
た
、
一
部
で
は
住
民
と
軍
が
衝
突
す
る
事
件
も
起
こ
っ
て
い
た
（

1
1942

5
149

）。

44

1
1942

5
149

45

757
42

757
42

﹇

と
省
略
﹈

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ

の
記
述
は
全
面
的
に
こ
の
二
つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
拠
っ
て
い
る
。
噂
に
関
し
て
は
、

1
1

2
1
1942

5
149

に
も
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
の
基
調
は
特
別
課
の
そ
れ
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
地
方
で
流
布
し
て
い
る
噂
が
報
告
さ
れ

て
い
る
点
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。
地
方
の
噂
の
中
に
は
、政
府
が
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
ボ
ル
ド
マ
ン（
カ
ル
カ
ッ
タ
の
北
西
約
一
〇
〇
キ
ロ
の
地
方
都
市
）

に
避
難
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
不
信
感
、
も
し
く
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
不
安
感
を
露
に
し
た
も
の

が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

46

2
1942

5
149

な
お
、
サ
ラ
ト
・
ボ
ー
ス
の
日
本
と
の
接
触
に
つ
い
て
は
注
80
を
参
照
。
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47
7
4
42

100
42

48
441
42

49

1
1942

5
149

50

757
42

388
42

51

15
1942

125
42

52

2
1942

8
1942

5
149

388
42

53

1
1942

5
149

54

1
1942

25
268
1942

1
89

一
月
前
半
ま
で
に
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
七
、八
〇
万
人
が
脱
出
し
た
と
い
う
推
定
も
あ
る
（

1
1942

5
149

）。

55

1942
77
42

3

56

14
29

1942
1
1242

57

123
28

1942
268
42

1
89

政
府
部
内
で
は
二
月
中
旬
に
既
に
、「
焦
土
作
戦
」
そ
の
も
の
は
実
施
し
な
い
、
と
い
う
意
見
が
出
て

い
た
（

34
12

1942
230
42

）。

58

3
1942

10
1942

3
2
27

59

1
11

1942
268
42

1
89
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32611
12
13

1942
268
42

1
89

9
13

1942
268
42

1
89

60

14
1942

1
1242

61

21
1942

1
1242

27
1942

5602
1
1242

も
見
よ
。

62

5602
27

1942
1
1242

63

1409
31

1942
1
1242

64

6
1942

230
42

65

13
1942

279

1942

﹇

と
略
記
﹈

と
略
記

66

279
1942

67

12
1942

279
1942

68

75
1979

409
410

69

22
1942

23
1942

803
42

70

18
1942
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71
9

21
1942

14
1942

19
1942

21
1942

23
1942

72

4
4‒ 6

1942
16
2
42

73

176
11

1942
166
42

74

2
17
19

1942
268
42

1
89

75

146
150

長
崎
『
イ
ン
ド
独
立
』
五
〜
七
章
。

76

1942
12

1970‒ 83

﹇

と
省
略
﹈

2
43

4
4
42

77

決
議
案
を
総
督
に
送
っ
た
ハ
レ
ッ
ト
連
合
州
知
事
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
「
第
五
列
で
売
国
奴
」
だ
と
口
を
極
め
て
非
難
し
て
い
る
（

137
10

1942
2

43

）。
決
議
案
を
検
討
し
た
総
督
の
行
政
参
事
会
の
空
気
も
同
様
の

も
の
で
あ
っ
た31

1942
4

。

78
「
焦
土
作
戦
に
関
し
て
委
員
会
が
明
確
な
宣
言
を
す
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
文
言
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
政
府
で
さ
え
「
焦
土
作
戦
」

に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド
政
府
が
反
対
し
「
拒
絶
作
戦
」
に
格
下
げ
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
会
議
派

が
反
対
す
る
ま
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

79

ガ
ン
デ
ィ
ー
、
ネ
ル
ー
、
タ
ゴ
ー
ル
等
の
イ
ン
ド
の
指
導
層
は
一
致
し
て
、
日
本
の
軍
国
主
義
、
特
に
中
国
侵
略
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
。
こ

の
批
判
は
言
葉
の
上
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、イ
ン
ド
国
民
会
議
派
は
、日
本
軍
と
戦
う
国
民
党
を
支
援
す
る
た
め
に
、医
療
使
節
団
を
派
遣
し
た
（
大

形
孝
平
編
『
日
中
戦
争
と
イ
ン
ド
医
療
使
節
団
』（
三
省
堂
選
書
、
一
九
八
二
年
））。

80

ガ
ン
デ
ィ
ー
決
議
案
は
多
面
的
で
複
雑
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
焦
土
作
戦
」
と
対
日
観
の
二
点
に
絞
っ
て
検
討
し
た
。
決
議
案
全

体
に
つ
い
て
は
、

の
分
析
に
首
肯
す
べ
き
点
が
多
い
（

146
150

）。
も
っ
と
も
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
は
長
崎
暢
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子
氏
で
あ
る
が
、ガ
ン
デ
ィ
ー
の
言
葉
を
「
驚
天
動
地
」
と
評
し
た
り
、ガ
ン
デ
ィ
ー
が
「
親
日
」
的
に
な
っ
た
と
断
定
し
た
り
す
る
な
ど
疑
問
が
多
い
。

特
に
ガ
ン
デ
ィ
ー
「
親
日
」
説
は
、日
本
に
お
い
て
は
重
大
な
含
意
を
も
つ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、本
文
で
述
べ
た
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

ガ
ン
デ
ィ
ー
が
「
親
日
」
的
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
し
て
言
え
ば
、
連
合
国
の
裏
切
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
ガ
ン

デ
ィ
ー
裏
切
り
者
説
は
、
一
九
四
二
年
当
時
か
ら
英
米
に
根
強
く
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
「
親
日
」
説
は
、
見
か
け
は
新
し

い
が
、
実
は
古
い
主
題
の
変
奏
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
本
当
の
問
題
は
、「
親
日
」
に
せ
よ
、
裏
切
り
に
せ
よ
、
そ
う
い
う
捉
え
方
が
、
第

二
次
大
戦
期
の
イ
ン
ド
の
民
族
主
義
者
の
政
治
行
動
を
分
析
す
る
の
に
妥
当
か
否
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
筆
者
に
は
、
ど
ち
ら
も
、
ガ
ン
デ
ィ
ー

の
言
動
を
、
日
本
あ
る
い
は
英
米
の
立
場
に
引
き
つ
け
て
解
釈
し
た
、
一
面
的
な
決
め
つ
け
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
立
場

が
「
親
日
」
的
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
全
集
第
七
六
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
論
説
を
、
四
二
年
四
月
初
め
か
ら

八
月
ま
で
順
に
読
ん
で
い
け
ば
、
誰
に
で
も
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（

1
76

）。

　
　

私
見
と
同
様
の
見
解
と
し
て
は
、ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、ル
イ
ス･

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（

）
の
も
の
が
あ
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

は
、
一
九
四
二
年
六
月
に
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
（

427
451

）、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
直
後
に
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領

へ
の
密
使
の
役
割
を
果
た
し
、後
に
、定
評
の
あ
る
ガ
ン
デ
ィ
ー
伝
を
書
い
た
人
で
あ
る
。
四
四
年
五
月
、ガ
ン
デ
ィ
ー
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
、『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
紙
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
そ
の
支
持
者
が
「
一
九
四
二
年
に
、
戦
わ
ず
し
て
イ
ン
ド
を
日
本
に
譲
り
渡
す
こ
と
を
提
案
し
た
」
と

す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
編
集
部
へ
抗
議
の
書
簡
を
送
り
、「
記
事
に
は
何
ら
証
拠
が
な
い
」、「
あ
ら
ゆ
る
証
拠

は
ま
さ
に
正
反
対
の
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
論
拠
と
し
て
、
四
二
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
『
ハ
リ
ジ
ャ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
ガ

ン
デ
ィ
ー
の
論
説
を
引
用
し
た
。
そ
し
て
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
紙
自
身
が
、
社
説
に
お
い
て
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
「
英
軍
に
国
境
防
衛

を
許
す
つ
も
り
で
、
日
本
が
侵
略
し
た
場
合
に
備
え
て
、
日
本
に
対
す
る
非
協
力
運
動
の
概
略
を
説
明
し
た
」
と
書
い
た
で
は
な
い
か
、
と
批
判
し

た
。（

8
1944

1

）。
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ま
た
長
崎
氏
は
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
「
親
日
」
的
な
っ
た
の
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
い
た
チ
ャ
ン
ド
ラ･

ボ
ー
ス
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
だ
と
す
る
が
、
こ

の
見
解
に
は
無
理
が
あ
り
、
日
本
に
引
き
つ
け
た
「
ア
ジ
ア
主
義
」
的
な
歴
史
解
釈
の
問
題
点
が
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
長
崎
『
イ
ン

ド
独
立
』
一
四
〇
〜
一
四
二
頁
等
）。
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
が
イ
ン
ド
国
内
と
ど
の
よ
う
に
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
い
た
か
、
海
外
の
研
究
と
筆
者

の
史
料
調
査
に
よ
り
、
概
略
を
紹
介
し
て
お
く
。
国
外
か
ら
イ
ン
ド
の
民
族
運
動
の
中
枢
に
影
響
力
を
行
使
で
き
る
よ
う
な
パ
イ
プ
は
、
持
っ
て
い

な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　

カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
脱
出
し
た
と
き
、
ボ
ー
ス
は
イ
ン
ド
国
内
に
支
援
組
織
を
残
し
た
。
そ
の
組
織
は
、
実
兄
で
有
力
政
治
家
の
サ
ラ

ト
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
、
政
治
的
盟
友
の
サ
テ
ィ
ヤ
・
ラ
ン
ジ
ャ
ン
・
バ
ク
シ
、
そ
れ
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
義
勇
隊
（

）
と

命
名
さ
れ
た
少
数
の
忠
実
な
支
持
者
グ
ル
ー
プ
か
ら
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
（

476‒ 477

）。
サ
ラ
ト
・
ボ
ー
ス
は
カ
ル
カ
ッ

タ
の
日
本
総
領
事
館
と
接
触
を
保
っ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
い
る
弟
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
政
府
に
仲
介
を
要
請
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
（
岡
崎
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事
の
松
岡
外
務
大
臣
宛
電
報
（
一
九
四
一
年
四
月
三
〇
日
発
）（

02032938100

、
大
東
亜
戦
争
関
係
一

件
／
印
度
問
題
／
三
宅
喜
二
郎
元
大
使
寄
贈
史
料
（

7
0

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
））。
し
か
し
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
の
接
触
は
、カ
ル
カ
ッ

タ
警
察
に
逐
一
把
握
さ
れ
て
い
た
（

563
41

）。

そ
し
て
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
直
ち
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
警
察
は
サ
ラ
ト
・
ボ
ー
ス
の
逮
捕
に
踏
み
切
り
、
続
け
て
バ
ク
シ
も
逮
捕
し
た
。
二
人
の

指
導
者
を
失
っ
た
ベ
ン
ガ
ル
義
勇
隊
は
、
重
要
な
こ
と
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
ラ
フ
マ
ト
・
カ
ー
ン
と
い
う
人
物
が
、
ボ
ー

ス
の
連
絡
役
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
て
い
た
。
カ
ー
ン
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
ボ
ー
ス
派
の
地
下
組
織
と
さ
れ
る
も
の
に

関
す
る
報
告
を
、
ド
イ
ツ
と
ソ
連
の
〝
両
方
に
〞
渡
し
て
い
る
が
、
こ
の
報
告
は
お
そ
ろ
し
く
誇
張
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人

物
が
信
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
カ
ー
ン
は
一
九
四
二
年
十
一
月
に
ラ
ホ
ー
ル
で
逮
捕
さ
れ
た
（

419‒ 421

）。

　
　

最
後
に
、
ボ
ー
ス
が
ベ
ル
リ
ン
か
ら
行
っ
た
放
送
の
イ
ン
ド
国
内
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
一
言
し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
長
崎
氏
は
放
送
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の
影
響
を
重
視
す
る
が
、
ま
ず
考
慮
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
時
代
に
は
ラ
ジ
オ
の
台
数
が
極
端
に
少
な
く
、
ま
た
、
農
村
で
は
電
力
を
確
保
す
る
こ

と
自
体
が
む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ボ
ー
ス
は
変
名
を
使
っ
て
ド
イ
ツ
に
潜
伏
し
て
い
る
扱
い
に
な
っ
て
お
り
、
長
い
間
、
公

然
と
放
送
を
行
え
る
よ
う
な
立
場
に
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ボ
ー
ス
が
初
め
て
放
送
を
行
っ
た
の
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥
落
後
の
四
二
年
二
月
二
七
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
月
に
五
回
、
四
月
に
五
回
放
送
を
し
た
と
さ
れ
る
（

426
429

）。
こ
れ
ら
の
放

送
は
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
で
再
放
送
し
た
か
ら
、
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
い
れ
ば
イ
ン
ド
で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
放
送
の
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
イ
ン
ド
政
府
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
は
な
い
と
考
え
て
い
た
（

7
1942

227
42

）。
ボ
ー
ス
が
、
イ
ン
ド
政
府
も
問
題
に
し
な
い
よ
う
な
、
当
た
り

障
り
の
な
い
放
送
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
政
府
と
日
本
政
府
の
意
向
が
働
い
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
放
送
を
聞

い
た
人
は
い
た
が
、
そ
れ
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
放
送
の
内
容
も
平
凡
で
あ
り
、
影
響
は
限
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ

る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は

478

も
見
よ
）。
な
お
、
四
〇
年
代
の
イ
ン
ド
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
ラ
ジ
オ
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

と
に
つ
い
て
は
、

1995

2001
2

に
詳

し
い
。

81

419
411

こ
の
問
題
に
関
す
る
日
本
側
の
史
料
と
し
て
、「
印
度
及
『
ア
ラ
ビ
ア
』
ニ
関
ス
ル
日
独
伊
三

国
共
同
宣
言
ニ
関
ス
ル
件
（
連
絡
会
議
了
解
案
）」（

02032972800

、
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件
／
戦
時
中
ノ
重
要
国
策
決
定
文
書
集

（

7
0

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
））
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
が
イ
ン
ド
の
「
赤
化
」
を
非
常
に
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
、
外
務
省
調
査
部
第
三
課
「
印

度
ニ
於
ケ
ル
各
種
勢
力
ト
其
動
向
（
附

赤
化
及
反
共
的
諸
要
素
ノ
考
察
）（
昭
和
十
七
年
三
月
）」（

02032938200

、
大
東
亜
戦
争

一
件
／
印
度
問
題
（

7
0

）））（
外
務
省
外
交
史
料
館
））
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

82
『
ビ
ル
マ
攻
略
作
戦
』
五
五
六
〜
五
五
七
頁
。
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83

林
集
団
司
令
部
「
独
立
ノ
実
現
性
ヨ
リ
観
タ
ル
印
度
人
ノ
民
心
動
向
」（

01000521500

、陸
亜
密
大
日
記
三
三
、昭
和
十
七
年
（
防

衛
省
防
衛
研
究
所
））。
こ
の
時
点
で
イ
ン
ド
の
「
中
立
的
傾
向
」
を
見
抜
い
た
分
析
は
鋭
い
と
言
え
よ
う
。
岩
畔
機
関
長
の
岩
畔
豪
雄
は
、
東
条
英

機
の
ラ
イ
バ
ル
と
目
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
エ
リ
ー
ト
軍
人
で
、
情
報
分
析
や
政
治
分
析
に
長
け
て
い
た
と
言
わ
れ
る
（
編
纂
委
員
会
編
『
軍
参
課
長

岩
畔
豪
雄
』）。

84

149

85

7
1942

11
1942

フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
は
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
書
簡
を
、
グ
ル
ー
バ
ー
将
軍
を
通
じ
て
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
送
っ
た
。
ま
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
八
月
五
日
に
イ
ン
ド
か

ら
帰
国
す
る
と
、
直
ち
に
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
電
報
を
打
ち
面
会
を
求
め
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
面
会
を
断
る
と
、
八
月
七
日
に
書
簡
を
送
り
、

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
伝
言
を
伝
え
た
。ガ
ン
デ
ィ
ー
を
初
め
会
議
派
の
指
導
者
が
一
斉
に
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、そ
の
翌
々
日
八
月
九
日
朝
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
儀
礼
的
な
短
い
返
書
を
ガ
ン
デ
ィ
ー
に
送
ろ
う
と
し
た
が
、
既
に
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
逮
捕
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
返
書
は
宙
に
浮

い
て
し
ま
っ
た
（

1942
1
703

）。
こ
の
間
の
事
情
は

149‒ 153

に
も
詳
し
い
。
な
お
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
は
蔣
介
石

に
も
書
簡
（
六
月
十
四
日
付
）
を
送
り
、
イ
ン
ド
は
中
国
の
抗
日
戦
を
妨
げ
る
つ
も
り
は
な
い
と
言
明
し
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
連
帯
の
理
想
を
謳
い

上
げ
て
い
る
（

1
76

223
226

）。

86

15
32

11
1942

72
268
42

1‒ 89

87

15
7

1942
73

268
42

1
89

「
爆
破
」
の
命
令
が
下
っ
て
か
ら
四
時
間
以
内
に
、
完
全
な
破
壊
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

88

27
1942

384
42

89

27
1942

23
268
42
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1‒ 89
90

﹇

と
省
略
﹈

27
1942

268
42

1‒ 89

こ
の
見
解
は
、
も
と
も
と
は
ベ
ン
ガ
ル
知
事
ハ
ー
バ
ー
ト
の
も
の
で
、
そ

れ
に
リ
ン
リ
ス
ゴ
ウ
総
督
が
同
意
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
（

25
1942

5
149

15
1942

125
42

）。

91

3
2
27

9293

政
府
が
「
拒
絶
作
戦
」
の
一
環
と
し
て
買
い
入
れ
た
米
と
籾
米
（「
拒
絶
米
」

）
は
、四
万
ト
ン
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
量
的
に
は
少
な
か
っ

た
が
、
政
府
に
よ
る
購
入
が
、
米
価
の
上
昇
す
る
の
と
同
じ
時
期
に
進
め
ら
れ
た
た
め
、
米
価
の
高
騰
を
後
押
し
す
る
結
果
に
な
り
、
飢
饉
の
一
因

に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（

1945
25
26

）。

94

4073
12

1943
282
43

648
44

ベ
ン
ガ
ル
政
府
は
海
洋
船
を

除
き
、「
船
の
拒
絶
作
戦
」
を
解
除
し
た
。

95

130903
28

1943
64
43

96

241
11
16

1942
268
42

1‒ 89

97

23
1942

384
42

268
42

1
89

27
1942
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384
42

268
42

1
89

98
385

3
1942

268
42

1‒ 89
99

36101
21

1942

304
4

23
1942

268
1942

1‒ 36

100

502
1

1942
268
42

1‒ 89

正
式
に
は
「
輸
送
手
段
の
拒
絶
」（

）
と
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
「
船
の
拒
絶
」

が
主
体
な
の
で
、
以
下
こ
の
名
称
で
統
一
す
る
。

101

東
部
軍
の
原
案
で
は
海
岸
か
ら
五
〇
マ
イ
ル
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ベ
ン
ガ
ル
政
府
と
の
交
渉
で
二
〇
マ
イ
ル
に
縮
小
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
カ
ル

カ
ッ
タ
を
東
ベ
ン
ガ
ル
の
穀
倉
地
帯
と
結
ぶ
水
路
が
通
る
地
域
が
除
外
さ
れ
た
（

100
44

648
44

）。
最

終
的
に
は
、
拒
絶
ラ
イ
ン
は
、
メ
デ
ィ
ニ
プ
ル
、
ト
ム
ル
ク
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ハ
ー
バ
ー
、
キ
ャ
ニ
ン
グ
、
ハ
シ
ナ
バ
ー
ド
、
デ
ボ
ッ
ト
、
ク
ル

ナ
、
バ
ゲ
ル
ハ
ッ
ト
、
コ
チ
ュ
ア
、（
汽
船
航
路
を
通
っ
て
）
ボ
リ
シ
ャ
ル
、
ム
ラ
デ
ィ
、
ボ
ド
ル
ト
ゥ
ニ
、
ゴ
シ
ャ
リ
ハ
ッ
ト
、
ベ
ド
ル
ゴ
ン
ジ
、

チ
ャ
ン
ド
プ
ル
、
フ
ェ
ニ
を
通
る
線
と
さ
れ
、
七
月
に
確
定
さ
れ
た
（

8
1942

408
44

）。な
お
、地
図
の
コ
ピ
ー

を
取
る
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
の
で
、
地
図
２
で
は
拒
絶
ラ
イ
ン
の
概
略
を
示
し
た
。

102

二
四
パ
ル
ガ
ナ
県
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
船
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
汽ラ

ン
チ艇

」
に
拡
張
さ
れ
た
（

24
852

24

11
1942

268
42

）。
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103

例
え
ば
、
フ
ォ
リ
ド
プ
ル
県
の
パ
ロ
ン
に
設
け
ら
れ
た
受
け
入
れ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
月
十
日
に
な
っ
て
も
、
一
隻
も
船
が
到
着
し
て
い
な
か
っ

た
（

1942
911
5

）。

104

四
三
年
五
月
、
ハ
ッ
ク
前
ベ
ン
ガ
ル
州
首
相
は
、
州
政
府
の
イ
ン
ド
人
閣
僚
の
反
対
に
も
拘
ら
ず
、「
容
赦
の
な
い
厳
し
さ
」
で
実
行
さ
れ
た
と
批

判
し
て
い
る
（

6
1943

383
43

）。

105

100
44

106107

例
え
ば
、

385
13

1942

268
42

を
見
よ
。

108

5
1942

4
4
42

109

35
13

1942
4
4
42

110

10
1942

125
42

111

2
1942

125
42

112

6
1943

383
43

113

11
1942

268
42

ま
た
、
彼
ら
は
船
の
管
理
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
と
苦
情
を
述
べ
た
。

114

1942
911
5
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115
19

20
1942

1234
25

1942
268
42

116

10
1943

268
42

117

1503
8

1942
268
42

フ
ォ
リ
ド
プ
ル
県
マ
ダ
リ
プ
ル
郡
で
、
ム
ス
リ
ム
の
村
民
四
人
が
船
を
拒
絶
地
帯
に
持
ち
込
ん
で
イ
ン
ド
防
衛
規

則
違
反
で
訴
追
さ
れ
た
事
件
も
、
同
種
の
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（

3056
473

16

1942
268
42

）。

118

1860
17

1942
268
42

119

1941
42

29‒ 30
733
10

120

43

ベ
ル
は
、
ダ
シ
ュ
グ
プ
ト
と
い
う
地
主
が
二
五
人
の
刈
分
小
作
人
を
チ
ョ
ル
に
住
ま
わ
せ
て
、
米
作
を
行
っ
て
い
る
例
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
地
主
は
月
に
二
回
、
船
で
生
活
必
需
品
を
供
給
し
て
い
た
。

121

23
25

122

100
44

123

19
20

1942

1234
25

1942
268
42
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124
33

第
二
次
大
戦
前
の
米
価
は
四
ル
ピ
ー
弱
で
変
動
し
て
い
た
。
飢
饉
の
と
き
に
記
録
さ
れ
た
最
高
価
格
は
お
よ
そ
三
〇

ル
ピ
ー
で
あ
る
。

125

648
44

126

648
44

127

599
12

1943
889
42

128

648
44

129130
『
ビ
ル
マ
・
蘭
印
方
面
第
三
航
空
軍
の
作
戦
』
第
二
編
、
第
一
章
。
一
月
の
カ
ル
カ
ッ
タ
空
襲
は
、
師
団
直
轄
の
特
別
攻
撃
隊
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

が
、
新
た
に
配
備
さ
れ
て
い
た
ビ
ュ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
夜
間
戦
闘
機
に
よ
り
、
爆
撃
機
五
〜
六
機
を
撃
墜
さ
れ
る
惨
憺
た
る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ

以
後
日
本
軍
の
空
襲
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
同
上
、
第
二
編
、
第
二
章
）。
十
一
月
の
フ
ェ
ニ
の
空
襲
で
は
、
日
本
の
飛
行
機
が
爆
弾
六
発
を
投
下
し

機
銃
掃
射
し
た
が
、
死
傷
者
は
出
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（

105
44

）。

131

37

132

5
1943

954
42

こ
の
数
字
に
は
通
常
の
列
車
で
避
難
し
た
人
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

133
『
朝
日
新
聞
』
十
二
月
二
四
日
付
社
説
「
印
度
の
桎
梏
を
粉
砕
」（
桑
島
「
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
」
一
二
頁
）。

134

1982

1982
1942‒ 45

24
4
1990

1943‒ 44
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31
2
1994

桑
島
「
ベ
ン
ガ
ル
飢
饉
」。

135
1

136

1988

137

5

138

100
44

139

100
44

140

26‒ 27

州
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

648
44

も

見
よ
。「
拒
絶
地
帯
」
の
外
部
か
ら
の
物
資
の
供
給
が
止
ま
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
と
交
換
に
移
出
さ
れ
る
は
ず
の
米
の
動
き
も
止
ま
っ
た
し
ま
っ
た
こ

と
な
ど
、
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
拒
絶
作
戦
」
と
飢
饉
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
飢
饉
調
査
委
員
会
に
お
け
る
ピ
ン
ネ
ル
（

）
の
証
言
も
重
要
で
あ
る
（

2
541

）。

141

古
田
元
夫
「
ベ
ト
ナ
ム
の
一
村
落
に
お
け
る
一
九
四
五
年
飢
饉
の
実
態―

タ
イ
ビ
ン
省
テ
ィ
エ
ン
ハ

イ
県
タ
イ
ル
オ
ン
村
ル
オ
ン
フ
ー
部
落
に
関
す
る
日
越
合
同
調
査
報
告―

」『
歴
史
と
文
化
』〈
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
〉
一
八

（
一
九
九
四
年
）、
同
「
ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
に
お
け
る
日
本
占
領
」（
倉
沢
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史
の
な
か
の
日
本
占
領
』
所
収
）。

142

戦
争
の
経
済
戦
略
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

1930
1948

2001

を
参
照
さ
れ
た
い
。
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